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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　第57期（平成13年３月31日）から退職給付に係る会計基準（「退職給付に係る会計基準の設定に関する意見書」（企

業会計審議会　平成10年６月16日）を適用し、会計基準変更時差異（218,821千円）を一括費用処理しておりましたが、

一部従業員（定年退職者等）の退職給付引当金の計上に関して、会社都合要支給額に基づく退職給付引当金を計上すべ

きところを、自己都合要支給額に基づき退職給付引当金を計上していたことにより、退職給付引当金の計上不足の状態

になっていました。

　その不足額につき過年度訂正報告が必要との判断に至り、当社として今回の訂正を行うことといたしました。

　なお、本件発生原因は、経理部門・人事部門と社外専門家とのコミュニケーション不足並びに基礎資料のチェック不足

等が主たる要因と考えます。今後は関係者間のコミュニケーションの充実、基礎資料の妥当性・算出プロセスのダブル

チェック等の励行を強化し再発防止に努めます。

　なお、訂正後の連結財務諸表及び財務諸表につきましては、有限責任監査法人トーマツにより監査を受けており、その

監査報告書を添付しております。

　また、連結財務諸表及び財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所については、XBRLの修正もおこないましたので併せて修

正後のXBRL形式のデータ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。

　

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

(1）連結経営指標等

(2）提出会社の経営指標等

４　関係会社の状況

第２　事業の状況

１　業績等の概要

(1）業績

(2）キャッシュ・フローの状況

７　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）財政状態の分析

(2）キャッシュ・フローの分析

(3）経営成績の分析

第５　経理の状況

１　連結財務諸表等

(1）連結財務諸表

①　連結貸借対照表

②　連結損益計算書

③　連結株主資本等変動計算書

④　連結キャッシュ・フロー計算書

注記事項

（退職給付関係）

（税効果会計関係）

（１株当たり情報）

(2）その他

２　財務諸表等

(1）財務諸表

①　貸借対照表

②　損益計算書

③　株主資本等変動計算書

重要な会計方針

注記事項

（損益計算書関係）

（税効果会計関係）

（１株当たり情報）
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④　附属明細表

引当金明細表

　

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

（訂正前）

回次 第62期 第63期 第64期 第65期 第66期
決算年月 平成18年3月平成19年3月平成20年3月平成21年3月平成22年3月

売上高（千円） 7,816,0406,602,5436,225,6295,416,1534,794,705

経常利益又は経常損失（△）

 (千円）
337,035325,425128,152△287,268△183,840

当期純利益又は当期純損失（△）

（千円）
202,193229,791 68,843△563,969△218,085

純資産額（千円） 4,350,1054,403,0144,095,7513,398,5593,129,270

総資産額（千円） 7,242,1476,145,3765,475,0334,624,7584,294,216

１株当たり純資産額（円） 251.64 254.78 237.03 196.80 181.22

１株当たり当期純利益金額又は

当期純損失金額（△)(円）
11.69 13.30 3.98 △32.65 △12.63

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） 60.1 71.7 74.8 73.5 72.9

自己資本利益率（％） 4.8 5.2 1.7 － －

株価収益率（倍） 24.2 14.4 31.4 － －

営業活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
542,371436,925101,545△256,107△74,692

投資活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
42,732△31,659△492,689△143,926133,107

財務活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△1,188,856△1,187,620△121,390△87,390 △1,854

現金及び現金同等物の期末残高

（千円）
2,406,1421,623,7881,111,254623,830680,390

従業員数

〔外、平均パ－トタイマ－〕（名）

493

〔260〕

441

〔247〕 

424

〔260〕 

398

〔257〕

381

〔246〕

　（注）１　売上高には消費税等を含んでおりません。

２　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（訂正後）

回次 第62期 第63期 第64期 第65期 第66期
決算年月 平成18年3月平成19年3月平成20年3月平成21年3月平成22年3月

売上高（千円） 7,816,0406,602,5436,225,6295,416,1534,794,705

経常利益又は経常損失（△）

 (千円）
331,287324,958127,692△306,092△189,880

当期純利益又は当期純損失（△）

（千円）
196,445229,324 68,383△582,793△224,124

純資産額（千円） 4,251,6004,304,0423,996,3193,280,3033,004,975

総資産額（千円） 7,242,1476,145,3765,475,0334,624,7584,294,216

１株当たり純資産額（円） 245.94 249.05 231.28 189.95 174.02

１株当たり当期純利益金額又は

当期純損失金額（△)(円）
11.36 13.27 3.96 △33.74 △12.98

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） 58.7 70.0 73.0 70.9 70.0

自己資本利益率（％） 4.6 5.3 1.6 － －

株価収益率（倍） 24.9 14.4 31.6 － －

営業活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
542,371436,925101,545△256,107△74,692

投資活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
42,732△31,659△492,689△143,926133,107

財務活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△1,188,856△1,187,620△121,390△87,390 △1,854

現金及び現金同等物の期末残高

（千円）
2,406,1421,623,7881,111,254623,830680,390

従業員数

〔外、平均パ－トタイマ－〕（名）

493

〔260〕

441

〔247〕 

424

〔260〕 

398

〔257〕

381

〔246〕

　（注）１　売上高には消費税等を含んでおりません。

２　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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(2）提出会社の経営指標等

　　（訂正前）　

回次 第62期 第63期 第64期 第65期 第66期
決算年月 平成18年3月平成19年3月平成20年3月平成21年3月平成22年3月

売上高（千円） 507,086368,029383,403611,158433,147

経常利益　(千円） 214,028138,211124,89598,465 133,269

当期純利益又は当期純損失（△）（千円） 127,693125,549123,316△455,360△215,988

資本金（千円） 2,727,5602,727,5602,727,5602,727,5602,727,560

発行済株式総数（株） 18,044,71518,044,71518,044,71518,044,71518,044,715

純資産額（千円） 4,444,0034,392,9024,140,4303,551,4993,284,354

総資産額（千円） 6,310,9295,291,4814,796,2274,029,7103,755,033

１株当たり純資産額（円） 257.07 254.19 239.62 205.65 190.20

１株当たり配当額

（うち１株当たり中間配当額）（円）

5

(－)

7

(－)

5

(－)

－

(－)

－

(－)

１株当たり当期純利益金額又は当期純損失

金額（△)（円）
7.38 7.26 7.14 △26.36 △12.51

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） 70.4 83.0 86.3 88.1 87.5

自己資本利益率（％） 2.96 2.86 2.98 － －

株価収益率（倍） 38.35 26.40 17.51 － －

配当性向（％） 67.75 96.42 70.00 － －

従業員数

〔外、平均パ－トタイマ－〕（名）

13

〔1〕 

13

〔1〕 

15

〔1〕 

32

〔1〕 

21

〔2〕 

　（注）１　売上高には消費税等を含んでおりません。

２　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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　　（訂正後）　

回次 第62期 第63期 第64期 第65期 第66期
決算年月 平成18年3月平成19年3月平成20年3月平成21年3月平成22年3月

売上高（千円） 507,086368,029383,403611,158433,147

経常利益　(千円） 210,209138,135120,66988,908 112,630

当期純利益又は当期純損失（△）（千円） 140,074125,473104,090△528,917△211,627

資本金（千円） 2,727,5602,727,5602,727,5602,727,5602,727,560

発行済株式総数（株） 18,044,71518,044,71518,044,71518,044,71518,044,715

純資産額（千円） 4,370,2214,359,0074,087,3093,424,8213,245,923

総資産額（千円） 6,327,1295,291,4814,791,2273,960,7103,754,949

１株当たり純資産額（円） 256.85 252.23 236.54 198.32 183.12

１株当たり配当額

（うち１株当たり中間配当額）（円）

5

(－)

7

(－)

5

(－)

－

(－)

－

(－)

１株当たり当期純利益金額又は当期純損失

金額（△)（円）
7.16 7.26 6.02 △30.62 △12.26

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） 70.4 82.8 86.0 86.5 86.1

自己資本利益率（％） 2.79 2.88 2.46 － －

株価収益率（倍） 39.51 26.25 20.76 － －

配当性向（％） 69.75 96.41 83.00 － －

従業員数

〔外、平均パ－トタイマ－〕（名）

13

〔1〕 

13

〔1〕 

15

〔1〕 

32

〔1〕 

21

〔2〕 

　（注）１　売上高には消費税等を含んでおりません。

２　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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４【関係会社の状況】

　　（訂正前）

名称 住所
資本金
（千円）

主要な事業の内容

議決権の所有
（被所有）割合

関係内容
所有割合
（％）

被所有割合

（％）

（連結子会社）       

日本ソーイング㈱

（注）２、３
東京都中央区 100,000

当社グループ会社の

紳士服・婦人服の受

託縫製加工・店舗販

売

100 －

当社が支配・管理

しております。

資金貸付

設備賃貸

役員の兼任1名

㈱ウィングロード

（注）２、３
東京都中央区 50,000

紳士・婦人服・カ

ジュアル洋品の店舗

販売

100 －

当社が支配・管理

しております。

資金貸付

営業債務の保証

役員の兼任2名

㈱銀座山形屋トレーディング

 （注）２、３
東京都中央区 50,000

紳士・婦人服の卸販

売・受託加工販売
100 －

当社が支配・管理

しております。

資金貸付

役員の兼任3名

（その他の関係会社）

㈱カネヨシ
東京都渋谷区 20,000

投資目的の不動産、動

産、有価証券の管理・

運営

－ 31

 

 

 

　（注）１　有価証券届出書又は有価証券報告書を提出している会社はありません。

２　日本ソーイング㈱、㈱ウィングロード、㈱銀座山形屋トレーディングについては、売上高（連結会社相互間の

内部売上高を除く）の連結売上高に占める割合が10％を超えております。

主要な損益情報等

 日本ソーイング㈱  ㈱ウィングロード  ㈱銀座山形屋

トレーディング

 

(1）売上高 2,641,654千円 2,478,908千円 1,729,956千円

(2）経常損益 △54,619 △195,539 △73,125 

(3）当期純損失 △57,858 △221,745 △52,381 

(4）純資産額 △21,961 △1,628,643 △12,676 

(5）総資産額 728,518 958,312 468,791 

３　債務超過会社であります。債務超過の金額は平成22年３月末時点で日本ソーイング㈱が21,961千円、㈱ウィ

    ングロードが1,628,643千円、㈱銀座山形屋トレーディングが12,676千円であります。
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　　（訂正後）

名称 住所
資本金
（千円）

主要な事業の内容

議決権の所有
（被所有）割合

関係内容
所有割合
（％）

被所有割合

（％）

（連結子会社）       

日本ソーイング㈱

（注）２、３
東京都中央区 100,000

当社グループ会社の

紳士服・婦人服の受

託縫製加工・店舗販

売

100 －

当社が支配・管理

しております。

資金貸付

設備賃貸

役員の兼任1名

㈱ウィングロード

（注）２、３
東京都中央区 50,000

紳士・婦人服・カ

ジュアル洋品の店舗

販売

100 －

当社が支配・管理

しております。

資金貸付

営業債務の保証

役員の兼任2名

㈱銀座山形屋トレーディング

 （注）２、３
東京都中央区 50,000

紳士・婦人服の卸販

売・受託加工販売
100 －

当社が支配・管理

しております。

資金貸付

役員の兼任3名

（その他の関係会社）

㈱カネヨシ
東京都渋谷区 20,000

投資目的の不動産、動

産、有価証券の管理・

運営

－ 31

 

 

 

　（注）１　有価証券届出書又は有価証券報告書を提出している会社はありません。

２　日本ソーイング㈱、㈱ウィングロード、㈱銀座山形屋トレーディングについては、売上高（連結会社相互間の

内部売上高を除く）の連結売上高に占める割合が10％を超えております。

主要な損益情報等

 日本ソーイング㈱  ㈱ウィングロード  ㈱銀座山形屋

トレーディング

 

(1）売上高 2,641,654千円 2,478,908千円 1,729,956千円

(2）経常損益 △46,198　 △192,301　 △70,185 

(3）当期純損失 △49,436　 △218,507　 △49,441 

(4）純資産額 △73,405　 △1,640,460　 △35,394 

(5）総資産額 728,518 958,312 468,791 

３　債務超過会社であります。債務超過の金額は平成22年３月末時点で日本ソーイング㈱が73,405千円、㈱ウィ

    ングロードが1,640,460千円、㈱銀座山形屋トレーディングが35,394千円であります。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

（1）業績

（訂正前）

  当連結会計年度におけるわが国経済は、世界的な金融危機が引き起こした景気低迷が続くなか、一部には業績の持

ち直しの兆しが見られたものの、企業収益や雇用・所得環境は厳しい状況が続いており、個人消費につきましても低

調に推移いたしました。

　このような環境のもと当社グループは「安定した利益とキャッシュ・フロー」を出せる経営基盤の確立を念頭に販

売・製造体制のグループ再編成を行い、銀座山形屋の服づくりのこだわり「ＭＡＤＥ　ＩＮ　ＪＡＰＡＮ」・「着心地

と品質」を第一の柱に製販一体となり総合的にお客様満足度の向上に努め、銀座山形屋オーダーメイドの販売に注力

し下記の施策を実行いたしました。　

①　銀座山形屋は「自分たちでつくった服を自分たちで売る」という創業からの原点に戻り、紳士服および婦人服の

「オーダーメイドでのファッション提案強化」を重点として、紳士服部門におきましては、「大人のお洒落を演出

するスーツであるイタリアンクラシックモデル」のバリエーションの拡大、「ヤングの為のトレンドスーツである

ダッパーモデル」のファッション提案の強化、そして「英国調スーツの復活にあわせたニューブリティッシュモデ

ル」を開発導入し、お客様（リピーター）には大変ご好評いただくと同時に新規のお客様獲得にも貢献いたしまし

た。婦人服部門におきましては、「レディースフォーマル需要に視点をおいたベーシックなワンピース」の開発導

入、「パンツスタイルが主流の現状を踏まえ今日的なシルエットパンツ」の開発導入を実施し、収益力・競争力あ

る差別化商品として販売展開してまいりました。

② 新業態店舗「Sartoria　Promessa（サルトリア　プロメッサ）」は、ファッション誌掲載やホームページ活性化に

より店舗の認知度を上げ、来店されるお客様の増加を図り、また、製造事業会社において展開しておりますインター

ネット販売にリアルショップを融合し、時代に適合した事業と捉え投資を拡大強化してまいりました。

③ このほか製造部門におきましてはＴＳＳ手法の活用、縫製グレードアップ、品質維持・向上のための体制作りと

魅力ある製品の提供を続けてまいりました。

　

　 <当社グル－プ全体の経営成績> 

      当連結会計年度の経営成績は、売上高47億9千4百万円（前期比11.5％減）となりました。

    オーダーメイドスーツ売上高の減少幅は前期比8.3％減（前期は同10.2減）、と下げ止まりの兆しが見え、販売費及び

一般管理費の削減も努めてまいりましたが、既製・洋品売上高の減少幅の前期比26.6％減（前期は同20.9％減）が予

想以上に大きく、経常損失は1億8千3百万円（前期は2億8千7百万円の経常損失）となりました。また、売上高の減少で

店舗等の減損損失2千6百万円計上、店舗退店等の固定資産処分損3千万円等により当期純損失は2億1千8百万円（前期

は5億6千3百万円の当期純損失）となりました。

    なお、店舗の状況につきましては、5店舗の撤退・1店舗の出店・1店舗の業態変更を実施した結果、当連結会計年度末

における店舗網は、㈱ウィングロード29店舗、日本ソーイング㈱６店舗であり、グループ合計で35店舗になっておりま

す。
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（訂正後）

  当連結会計年度におけるわが国経済は、世界的な金融危機が引き起こした景気低迷が続くなか、一部には業績の持

ち直しの兆しが見られたものの、企業収益や雇用・所得環境は厳しい状況が続いており、個人消費につきましても低

調に推移いたしました。

　このような環境のもと当社グループは「安定した利益とキャッシュ・フロー」を出せる経営基盤の確立を念頭に販

売・製造体制のグループ再編成を行い、銀座山形屋の服づくりのこだわり「ＭＡＤＥ　ＩＮ　ＪＡＰＡＮ」・「着心地

と品質」を第一の柱に製販一体となり総合的にお客様満足度の向上に努め、銀座山形屋オーダーメイドの販売に注力

し下記の施策を実行いたしました。　

①　銀座山形屋は「自分たちでつくった服を自分たちで売る」という創業からの原点に戻り、紳士服および婦人服の

「オーダーメイドでのファッション提案強化」を重点として、紳士服部門におきましては、「大人のお洒落を演出

するスーツであるイタリアンクラシックモデル」のバリエーションの拡大、「ヤングの為のトレンドスーツである

ダッパーモデル」のファッション提案の強化、そして「英国調スーツの復活にあわせたニューブリティッシュモデ

ル」を開発導入し、お客様（リピーター）には大変ご好評いただくと同時に新規のお客様獲得にも貢献いたしまし

た。婦人服部門におきましては、「レディースフォーマル需要に視点をおいたベーシックなワンピース」の開発導

入、「パンツスタイルが主流の現状を踏まえ今日的なシルエットパンツ」の開発導入を実施し、収益力・競争力あ

る差別化商品として販売展開してまいりました。

② 新業態店舗「Sartoria　Promessa（サルトリア　プロメッサ）」は、ファッション誌掲載やホームページ活性化に

より店舗の認知度を上げ、来店されるお客様の増加を図り、また、製造事業会社において展開しておりますインター

ネット販売にリアルショップを融合し、時代に適合した事業と捉え投資を拡大強化してまいりました。

③ このほか製造部門におきましてはＴＳＳ手法の活用、縫製グレードアップ、品質維持・向上のための体制作りと

魅力ある製品の提供を続けてまいりました。

　

　 <当社グル－プ全体の経営成績> 

      当連結会計年度の経営成績は、売上高47億9千4百万円（前期比11.5％減）となりました。

    オーダーメイドスーツ売上高の減少幅は前期比8.3％減（前期は同10.2減）、と下げ止まりの兆しが見え、販売費及び

一般管理費の削減も努めてまいりましたが、既製・洋品売上高の減少幅の前期比26.6％減（前期は同20.9％減）が予

想以上に大きく、経常損失は1億8千9百万円（前期は3億6百万円の経常損失）となりました。また、売上高の減少で店

舗等の減損損失2千6百万円計上、店舗退店等の固定資産処分損3千万円等により当期純損失は2億2千4百万円（前期は

5億8千2百万円の当期純損失）となりました。

    なお、店舗の状況につきましては、5店舗の撤退・1店舗の出店・1店舗の業態変更を実施した結果、当連結会計年度末

における店舗網は、㈱ウィングロード29店舗、日本ソーイング㈱６店舗であり、グループ合計で35店舗になっておりま

す。
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（2）キャッシュ・フローの状況

（訂正前）

  当連結会計年度末における現金及び現金同等物は６億８千万円であり、前連結会計年度末に比べ５千６百万円　　　

　　増加いたしました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。

  （営業活動によるキャッシュ・フロー）

      営業活動によるキャッシュ・フロ－は７千４百万円の減少となりました。これは税金等調整前当期純損失２億

　　９百万円の計上をした一方で、売上債権の減少による資金の増加７千２百万円及びたな卸資産の減少による資金

　　　　の増加６千４百万円並びに減価償却費の計上額４千万円が主な要因であります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　投資活動によるキャッシュ・フローは１億３千３百万円の増加となりました。これは差入保証金及び敷金の返

　　　還による収入１億３千６百万円及び貸付金の回収１千４百万円があった一方で有形固定資産の取得による支出　　

　　　１千８百万円があったこと等によるものであります。

  （財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　財務活動によるキャッシュ・フローは、主にリース債務の返済による資金の減少１百万円によるものでありま

　　す。　　　

　 　 

（訂正後）

  当連結会計年度末における現金及び現金同等物は６億８千万円であり、前連結会計年度末に比べ５千６百万円　　　

　　増加いたしました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。

  （営業活動によるキャッシュ・フロー）

      営業活動によるキャッシュ・フロ－は７千４百万円の減少となりました。これは税金等調整前当期純損失２億

　　１千５百万円の計上をした一方で、売上債権の減少による資金の増加７千２百万円及びたな卸資産の減少による

　　　　資金の増加６千４百万円並びに減価償却費の計上額４千万円が主な要因であります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　投資活動によるキャッシュ・フローは１億３千３百万円の増加となりました。これは差入保証金及び敷金の返

　　　還による収入１億３千６百万円及び貸付金の回収１千４百万円があった一方で有形固定資産の取得による支出　　

　　　１千８百万円があったこと等によるものであります。

  （財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　財務活動によるキャッシュ・フローは、主にリース債務の返済による資金の減少１百万円によるものでありま

　　す。　　　
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７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）財政状態の分析    

（訂正前） 

     当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末と比較して３億３千万円減少し、42億９千４百万円となり

　　ました。内訳別にみますと流動資産において、現金及び預金が５千６百万円増加した一方で，受取手形及び売掛　　

　　金が６千５百万円、商品が６千４百万円それぞれ減少いたしました。受取手形及び売掛金の減少の主な要因は、

　　売上高減少による影響であります。商品の減少の主な要因は、カジュアル店舗の完全閉店による洋品部門の減少

　　によるもの及びスーツを一部自社工場製作にシフトためであります。また、流動資産のその他の減少の主な要因

　　は、前期に退店した店舗の敷金び保証金の返還があったことや消費税他の諸税の還付がされたことによるもので

　　あります。

      固定資産においては、前連結会計年度と比較して１億５千１百万円減少し27億２千２百万円となりました。

    上尾店他15件の店舗及び営業所の減損損失を計上した他、減価償却費の計上や退店等による差入保証金の回収、

　　および投資有価証券の時価の下落に伴う減少があったことによるものであります。

　　　負債の部では、買掛金が４千３百万円減少いたしました。これはスーツを一部自社製作にシフトしたことによ

　　り、一部既存仕入先からの購買が減少したことによるものであります。 

　　　純資産の部においては、当期純損失２億１千８百万円を計上いたしました。この結果、当連結会計年度末の株

　　主資本は、前連結会計年度と比較して２億１千８百万円の減少となりました。

　　また、その他有価証券評価差額金は５千１百万円の減少でありました。

 （2）キャッシュ・フローの分析

      当連結会計年度末における現金及び現金同等物は６億８千万円であり、前連結会計年度末に比べ５千６百万円

　　　

　　増加いたしました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。

 　　 営業活動によるキャッシュ・フロ－は７千４百万円の減少となりました。これは税金等調整前当期純損失２億

　　９百万円の計上をした一方で、売上債権の減少による資金の増加７千２百万円及びたな卸資産の減少による

　　資金の増加６千４百万円並びに減価償却費の計上額４千万円が主な要因であります。

　　  投資活動によるキャッシュ・フローは１億３千３百万円の増加となりました。これは差入保証金及び敷金の返

　　還による収入１億３千６百万円及び貸付金の回収１千４百万円があった一方で有形固定資産の取得による支出　　

　　１千８百万円があったこと等によるものであります。

      財務活動によるキャッシュ・フローは、主にリース債務の返済による資金の減少１百万円がありました。

 （3）経営成績の分析

　　　当連結会計年度におきましては、前期に引き続き「安定した利益とキャッシュ・フロー」を出せる経営基盤の確

立を念頭に販売・製造体制のグループ再編成を行い、銀座山形屋の服づくりのこだわり「ＭＡＤＥ　ＩＮ　ＪＡＰ

ＡＮ」・「着心地と品質」を第一の柱に製販一体となり総合的にお客様満足度の向上に努め、銀座山形屋オー

ダーメイドの販売に注力し、まず「銀座山形屋は自分たちで作った服を自分たちで売る」という創業からの原点

に戻り、「オーダーメイドでのファッション提案強化」を重点としてまいりました。

　　以上の結果、当連結会計年度の経営成績は、売上高47億９千４百万円（前期比11.5％減）となりました。

　　　オーダーメイドスーツ売上高の減少幅は前期比8.3％減（前期は同10.2％減）、と下げ止まりの兆しが見え、販売

費及び一般管理費の削減も努めてまいりましたが、既製・洋品売上高の減少幅の前期比26.6％減（前期は同

20.9％減）が予想以上に大きく、経常損失は１億８千３百万円（前期は２億８千７百万円の経常損失）となりま

した。また、売上高の減少で店舗等の減損損失２千６百万円計上、店舗退店等の固定資産処分損３千万円等により

当期純損失は２億１千８百万円（前期は５億６千３百万円の当期純損失）となりました。
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（訂正後）

     当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末と比較して３億３千万円減少し、42億９千４百万円となり

　　ました。内訳別にみますと流動資産において、現金及び預金が５千６百万円増加した一方で，受取手形及び売掛　　

　　金が６千５百万円、商品が６千４百万円それぞれ減少いたしました。受取手形及び売掛金の減少の主な要因は、

　　売上高減少による影響であります。商品の減少の主な要因は、カジュアル店舗の完全閉店による洋品部門の減少

　　によるもの及びスーツを一部自社工場製作にシフトためであります。また、流動資産のその他の減少の主な要因

　　は、前期に退店した店舗の敷金び保証金の返還があったことや消費税他の諸税の還付がされたことによるもので

　　あります。

      固定資産においては、前連結会計年度と比較して１億５千１百万円減少し27億２千２百万円となりました。

    上尾店他15件の店舗及び営業所の減損損失を計上した他、減価償却費の計上や退店等による差入保証金の回収、

　　および投資有価証券の時価の下落に伴う減少があったことによるものであります。

　　　負債の部では、買掛金が４千３百万円減少いたしました。これはスーツを一部自社製作にシフトしたことによ

　　り、一部既存仕入先からの購買が減少したことによるものであります。 

　　　純資産の部においては、当期純損失２億２千４百万円を計上いたしました。この結果、当連結会計年度末の株

　　主資本は、前連結会計年度と比較して２億２千４百万円の減少となりました。

　　また、その他有価証券評価差額金は５千１百万円の減少でありました。

 （2）キャッシュ・フローの分析

      当連結会計年度末における現金及び現金同等物は６億８千万円であり、前連結会計年度末に比べ５千６百万円

　　　

　　増加いたしました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。

 　　 営業活動によるキャッシュ・フロ－は７千４百万円の減少となりました。これは税金等調整前当期純損失２億

　　１千５百万円の計上をした一方で、売上債権の減少による資金の増加７千２百万円及びたな卸資産の減少による

　　資金の増加６千４百万円並びに減価償却費の計上額４千万円が主な要因であります。

　　  投資活動によるキャッシュ・フローは１億３千３百万円の増加となりました。これは差入保証金及び敷金の返

　　還による収入１億３千６百万円及び貸付金の回収１千４百万円があった一方で有形固定資産の取得による支出　　

　　１千８百万円があったこと等によるものであります。

      財務活動によるキャッシュ・フローは、主にリース債務の返済による資金の減少１百万円がありました。

 （3）経営成績の分析

　　　当連結会計年度におきましては、前期に引き続き「安定した利益とキャッシュ・フロー」を出せる経営基盤の確

立を念頭に販売・製造体制のグループ再編成を行い、銀座山形屋の服づくりのこだわり「ＭＡＤＥ　ＩＮ　ＪＡＰ

ＡＮ」・「着心地と品質」を第一の柱に製販一体となり総合的にお客様満足度の向上に努め、銀座山形屋オー

ダーメイドの販売に注力し、まず「銀座山形屋は自分たちで作った服を自分たちで売る」という創業からの原点

に戻り、「オーダーメイドでのファッション提案強化」を重点としてまいりました。

　　以上の結果、当連結会計年度の経営成績は、売上高47億９千４百万円（前期比11.5％減）となりました。

　　　オーダーメイドスーツ売上高の減少幅は前期比8.3％減（前期は同10.2％減）、と下げ止まりの兆しが見え、販売

費及び一般管理費の削減も努めてまいりましたが、既製・洋品売上高の減少幅の前期比26.6％減（前期は同

20.9％減）が予想以上に大きく、経常損失は１億８千９百万円（前期は３億６百万円の経常損失）となりまし

た。また、売上高の減少で店舗等の減損損失２千６百万円計上、店舗退店等の固定資産処分損３千万円等により当

期純損失は２億２千４百万円（前期は５億８千２百万円の当期純損失）となりました。
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第５【経理の状況】

２　監査証明について

　　（訂正前）

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前連結会計年度（平成20年4月1日から平成21年3月31

日まで）の連結財務諸表及び前事業年度（平成20年4月1日から平成21年3月31日まで）の財務諸表については、監

査法人トーマツにより監査を受け、また当連結会計年度（平成21年4月1日から平成22年3月31日まで）の連結財務

諸表及び当事業年度（平成21年4月1日から平成22年3月31日まで）の財務諸表については、有限責任監査法人トー

マツにより監査を受けております。

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年7月1日をもって有限責任監査法人トーマツと

なっております。 

　

　　（訂正後）

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前連結会計年度（平成20年4月1日から平成21年3月31

日まで）の連結財務諸表及び前事業年度（平成20年4月1日から平成21年3月31日まで）の財務諸表については、監

査法人トーマツにより監査を受け、また当連結会計年度（平成21年4月1日から平成22年3月31日まで）の連結財務

諸表及び当事業年度（平成21年4月1日から平成22年3月31日まで）の財務諸表については、有限責任監査法人トー

マツにより監査を受けております。

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年7月1日をもって有限責任監査法人トーマツと

なっております。 

　また、金融商品取引法第24条の２第１項の規定に基づき、有価証券報告書の訂正報告書を提出しておりますが、訂

正後の連結財務諸表及び財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる監査を受け、改めて監査報告書を受

領しております。
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１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

（訂正前）　

（単位：千円）

　 　 　 　 　
前連結会計年度

（平成21年３月31日）
当連結会計年度

（平成22年３月31日）

資産の部 　 　

　 流動資産 　 　

　 　 現金及び預金 623,830 680,390

　 　 受取手形及び売掛金 602,731 537,007

　 　 商品及び製品 213,575 148,151

　 　 仕掛品 10,830 20,163

　 　 原材料 133,642 125,720

　 　 その他 171,290 63,144

　 　 貸倒引当金 △4,498 △2,426

　 　 流動資産合計 1,751,402 1,572,152

　 固定資産 　 　

　 　 有形固定資産 　 　

　 　 　 建物及び構築物 1,011,445 837,271

　 　 　 　 減価償却累計額 △828,889 △691,562

　 　 　 　 建物及び構築物（純額） 182,555 145,709

　 　 　 機械装置及び運搬具 498,968 496,184

　 　 　 　 減価償却累計額 △460,857 △454,999

　 　 　 　 機械装置及び運搬具（純額） 38,110 41,184

　 　 　 工具、器具及び備品 120,114 76,446

　 　 　 　 減価償却累計額 △102,452 △64,237

　 　 　 　 工具、器具及び備品（純額） 17,661 12,208

　 　 　 土地 199,879 199,879

　 　 　 リース資産 8,661 17,524

　 　 　 　 減価償却累計額 △625 △3,086

　 　 　 　 リース資産（純額） 8,036 14,438

　 　 　 有形固定資産合計 446,242 413,420

　 　 無形固定資産 　 　

　 　 　 電話加入権 7,465 6,777

　 　 　 その他 740 424

　 　 　 無形固定資産合計 8,206 7,201

　 　 投資その他の資産 　 　

　 　 　 投資有価証券 1,158,224 1,086,863

　 　 　 長期預金 100,000 100,000

　 　 　 長期貸付金 150,000 135,294

　 　 　 敷金及び保証金 1,050,742 989,090

　 　 　 その他 123,603 121,464

　 　 　 貸倒引当金 △163,663 △131,270

　 　 　 投資その他の資産合計 2,418,906 2,301,441

　 　 固定資産合計 2,873,356 2,722,063

　 資産合計 4,624,758 4,294,216
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（単位：千円）

　 　 　
前連結会計年度

（平成21年３月31日）
当連結会計年度

（平成22年３月31日）

負債の部 　 　

　 流動負債 　 　

　 　 買掛金 220,750 176,840

　 　 未払金 150,881 153,615

　 　 リース債務 1,957 1,481

　 　 未払法人税等 11,317 11,125

　 　 未払消費税等 25,768 28,791

　 　 ポイント引当金 27,146 36,914

　 　 その他 175,093 159,600

　 　 流動負債合計 612,915 568,367

　 固定負債 　 　

　 　 リース債務 7,112 15,564

　 　 繰延税金負債 13,743 －

　 　 退職給付引当金 491,262 478,343

　 　 役員退職慰労引当金 89,565 91,869

　 　 預り保証金 11,600 10,800

　 　 固定負債合計 613,284 596,577

　 負債合計 1,226,199 1,164,945

純資産の部 　 　

　 株主資本 　 　

　 　 資本金 2,727,560 2,727,560

　 　 資本剰余金 1,174,617 882,948

　 　 利益剰余金 △444,611 △371,027

　 　 自己株式 △79,031 △79,151

　 　 株主資本合計 3,378,535 3,160,329

　 評価・換算差額等 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金 20,024 △31,058

　 純資産合計 3,398,559 3,129,270

負債純資産合計 4,624,758 4,294,216

　

EDINET提出書類

株式会社銀座山形屋(E03117)

訂正有価証券報告書

17/62



（訂正後）　

（単位：千円）

　 　 　 　 　
前連結会計年度

（平成21年３月31日）
当連結会計年度

（平成22年３月31日）

資産の部 　 　

　 流動資産 　 　

　 　 現金及び預金 623,830 680,390

　 　 受取手形及び売掛金 602,731 537,007

　 　 商品及び製品 213,575 148,151

　 　 仕掛品 10,830 20,163

　 　 原材料 133,642 125,720

　 　 その他 171,290 63,144

　 　 貸倒引当金 △4,498 △2,426

　 　 流動資産合計 1,751,402 1,572,152

　 固定資産 　 　

　 　 有形固定資産 　 　

　 　 　 建物及び構築物 1,011,445 837,271

　 　 　 　 減価償却累計額 △828,889 △691,562

　 　 　 　 建物及び構築物（純額） 182,555 145,709

　 　 　 機械装置及び運搬具 498,968 496,184

　 　 　 　 減価償却累計額 △460,857 △454,999

　 　 　 　 機械装置及び運搬具（純額） 38,110 41,184

　 　 　 工具、器具及び備品 120,114 76,446

　 　 　 　 減価償却累計額 △102,452 △64,237

　 　 　 　 工具、器具及び備品（純額） 17,661 12,208

　 　 　 土地 199,879 199,879

　 　 　 リース資産 8,661 17,524

　 　 　 　 減価償却累計額 △625 △3,086

　 　 　 　 リース資産（純額） 8,036 14,438

　 　 　 有形固定資産合計 446,242 413,420

　 　 無形固定資産 　 　

　 　 　 電話加入権 7,465 6,777

　 　 　 その他 740 424

　 　 　 無形固定資産合計 8,206 7,201

　 　 投資その他の資産 　 　

　 　 　 投資有価証券 1,158,224 1,086,863

　 　 　 長期預金 100,000 100,000

　 　 　 長期貸付金 150,000 135,294

　 　 　 敷金及び保証金 1,050,742 989,090

　 　 　 その他 123,603 121,464

　 　 　 貸倒引当金 △163,663 △131,270

　 　 　 投資その他の資産合計 2,418,906 2,301,441

　 　 固定資産合計 2,873,356 2,722,063

　 資産合計 4,624,758 4,294,216
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（単位：千円）

　 　 　
前連結会計年度

（平成21年３月31日）
当連結会計年度

（平成22年３月31日）

負債の部 　 　

　 流動負債 　 　

　 　 買掛金 220,750 176,840

　 　 未払金 150,881 153,615

　 　 リース債務 1,957 1,481

　 　 未払法人税等 11,317 11,125

　 　 未払消費税等 25,768 28,791

　 　 ポイント引当金 27,146 36,914

　 　 その他 175,093 159,600

　 　 流動負債合計 612,915 568,367

　 固定負債 　 　

　 　 リース債務 7,112 15,564

　 　 繰延税金負債 13,743 －

　 　 退職給付引当金 609,518 602,639

　 　 役員退職慰労引当金 89,565 91,869

　 　 預り保証金 11,600 10,800

　 　 固定負債合計 731,540 720,873

　 負債合計 1,344,455 1,289,241

純資産の部 　 　

　 株主資本 　 　

　 　 資本金 2,727,560 2,727,560

　 　 資本剰余金 1,174,617 882,948

　 　 利益剰余金 △562,867 △495,323

　 　 自己株式 △79,031 △79,151

　 　 株主資本合計 3,260,279 3,036,034

　 評価・換算差額等 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金 20,024 △31,058

　 純資産合計 3,280,303 3,004,975

負債純資産合計 4,624,758 4,294,216
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②【連結損益計算書】

（訂正前）

（単位：千円）

　 　
前連結会計年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

売上高 　 　

　 製商品売上高 4,774,270 4,183,481

　 受託加工売上高 641,883 611,224

　 売上高合計 5,416,153 4,794,705

売上原価 　 　

　 製商品売上原価 2,178,789 1,826,964

　 受託加工売上原価 481,674 485,942

　 売上原価合計 2,660,464 2,312,907

売上総利益 2,755,689 2,481,798

販売費及び一般管理費 　 　

　 販売手数料 266,823 182,274

　 広告宣伝費 237,914 201,518

　 貸倒引当金繰入額 6,887 －

　 ポイント引当金繰入額 8,428 9,768

　 給料及び手当 1,089,412 1,000,350

　 退職給付費用 43,480 40,637

　 役員退職慰労引当金繰入額 6,121 4,851

　 減価償却費 35,591 20,315

　 賃借料 629,694 540,694

　 その他 769,219 725,260

　 販売費及び一般管理費合計 3,093,573 2,725,671

営業損失（△） △337,884 △243,873

営業外収益 　 　

　 受取利息 5,437 3,675

　 受取配当金 31,359 29,194

　 受取手数料 18,805 14,165

　 雑収入 11,251 16,803

　 営業外収益合計 66,854 63,839

営業外費用 　 　

　 支払利息 560 488

　 投資事業組合運用損 12,398 239

　 雑損失 3,279 3,078

　 営業外費用合計 16,238 3,806

経常損失（△） △287,268 △183,840
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（単位：千円）

　 　
前連結会計年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

特別利益 　 　

　 貸倒引当金戻入額 － 34,464

　 償却債権取立益 114 －

　 固定資産売却益 － ※1　　36

　 特別利益合計 114 34,500

特別損失 　 　

　 固定資産売却損 5 －

　 固定資産除却損 ※2　　5,077 ※2　　1,082

　 固定資産処分損 ※3　　18,001 ※3　　30,399

　 減損損失 ※4　　85,139 ※4　　26,885

　 投資有価証券評価損 6,316 1,478

　 貸倒引当金繰入額 150,000 －

　 役員退職慰労金 1,157 －

　 特別損失合計 265,697 59,846

税金等調整前当期純損失（△） △552,851 △209,186

法人税、住民税及び事業税 11,117 8,899

当期純損失（△） △563,969 △218,085
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（訂正後）

（単位：千円）

　 　
前連結会計年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

売上高 　 　

　 製商品売上高 4,774,270 4,183,481

　 受託加工売上高 641,883 611,224

　 売上高合計 5,416,153 4,794,705

売上原価 　 　

　 製商品売上原価 2,177,135 1,820,312

　 受託加工売上原価 481,308 484,173

　 売上原価合計 2,658,444 2,304,485

売上総利益 2,757,709 2,490,219

販売費及び一般管理費 　 　

　 販売手数料 266,823 182,274

　 広告宣伝費 237,914 201,518

　 貸倒引当金繰入額 6,887 －

　 ポイント引当金繰入額 8,428 9,768

　 給料及び手当 1,089,412 1,000,350

　 退職給付費用 64,324 55,098

　 役員退職慰労引当金繰入額 6,121 4,851

　 減価償却費 35,591 20,315

　 賃借料 629,694 540,694

　 その他 769,219 725,260

　 販売費及び一般管理費合計 3,114,417 2,740,132

営業損失（△） △356,708 △249,912

営業外収益 　 　

　 受取利息 5,437 3,675

　 受取配当金 31,359 29,194

　 受取手数料 18,805 14,165

　 雑収入 11,251 16,803

　 営業外収益合計 66,854 63,839

営業外費用 　 　

　 支払利息 560 488

　 投資事業組合運用損 12,398 239

　 雑損失 3,279 3,078

　 営業外費用合計 16,238 3,806

経常損失（△） △306,092 △189,880
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（単位：千円）

　 　
前連結会計年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

特別利益 　 　

　 貸倒引当金戻入額 － 34,464

　 償却債権取立益 114 －

　 固定資産売却益 － ※1　　36

　 特別利益合計 114 34,500

特別損失 　 　

　 固定資産売却損 5 －

　 固定資産除却損 ※2　　5,077 ※2　　1,082

　 固定資産処分損 ※3　　18,001 ※3　　30,399

　 減損損失 ※4　　85,139 ※4　　26,885

　 投資有価証券評価損 6,316 1,478

　 貸倒引当金繰入額 150,000 －

　 役員退職慰労金 1,157 －

　 特別損失合計 265,697 59,846

税金等調整前当期純損失（△） △571,675 △215,225

法人税、住民税及び事業税 11,117 8,899

当期純損失（△） △582,793 △224,124
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③【連結株主資本等変動計算書】

（訂正前）

（単位：千円）

　 　 　 　
前連結会計年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

株主資本 　 　

　 資本金 　 　

　 　 前期末残高 2,727,560 2,727,560

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 当期変動額合計 － －

　 　 当期末残高 2,727,560 2,727,560

　 資本剰余金 　 　

　 　 前期末残高 1,174,617 1,174,617

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 欠損填補 － △291,668

　 　 　 当期変動額合計 － △291,668

　 　 当期末残高 1,174,617 882,948

　 利益剰余金 　 　

　 　 前期末残高 205,754 △444,611

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 剰余金の配当 △86,396 －

　 　 　 欠損填補 － 291,668

　 　 　 当期純損失（△） △563,969 △218,085

　 　 　 当期変動額合計 △650,365 73,583

　 　 当期末残高 △444,611 △371,027

　 自己株式 　 　

　 　 前期末残高 △78,037 △79,031

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 自己株式の取得 △994 △120

　 　 　 当期変動額合計 △994 △120

　 　 当期末残高 △79,031 △79,151

　 株主資本合計 　 　

　 　 前期末残高 4,029,895 3,378,535

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 剰余金の配当 △86,396 －

　 　 　 欠損填補 － －

　 　 　 当期純損失（△） △563,969 △218,085

　 　 　 自己株式の取得 △994 △120

　 　 　 当期変動額合計 △651,360 △218,205

　 　 当期末残高 3,378,535 3,160,329
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（単位：千円）

　 　 　 　
前連結会計年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

評価・換算差額等 　 　

　 その他有価証券評価差額金 　 　

　 　 前期末残高 65,855 20,024

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △45,831 △51,083

　 　 　 当期変動額合計 △45,831 △51,083

　 　 当期末残高 20,024 △31,058

純資産合計 　 　

　 前期末残高 4,095,751 3,398,559

　 当期変動額 　 　

　 　 剰余金の配当 △86,396 －

　 　 欠損填補 － －

　 　 当期純損失（△） △563,969 △218,085

　 　 自己株式の取得 △994 △120

　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △45,831 △51,083

　 　 当期変動額合計 △697,191 △269,288

　 当期末残高 3,398,559 3,129,270
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（訂正後）

（単位：千円）

　 　 　 　
前連結会計年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

株主資本 　 　

　 資本金 　 　

　 　 前期末残高 2,727,560 2,727,560

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 当期変動額合計 － －

　 　 当期末残高 2,727,560 2,727,560

　 資本剰余金 　 　

　 　 前期末残高 1,174,617 1,174,617

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 欠損填補 － △291,668

　 　 　 当期変動額合計 － △291,668

　 　 当期末残高 1,174,617 882,948

　 利益剰余金 　 　

　 　 前期末残高 106,322 △562,867

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 剰余金の配当 △86,396 －

　 　 　 欠損填補 － 291,668

　 　 　 当期純損失（△） △582,793 △224,124

　 　 　 当期変動額合計 △669,189 67,543

　 　 当期末残高 △562,867 △495,323

　 自己株式 　 　

　 　 前期末残高 △78,037 △79,031

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 自己株式の取得 △994 △120

　 　 　 当期変動額合計 △994 △120

　 　 当期末残高 △79,031 △79,151

　 株主資本合計 　 　

　 　 前期末残高 3,930,463 3,260,279

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 剰余金の配当 △86,396 －

　 　 　 欠損填補 － －

　 　 　 当期純損失（△） △582,793 △224,124

　 　 　 自己株式の取得 △994 △120

　 　 　 当期変動額合計 △670,184 △224,245

　 　 当期末残高 3,260,279 3,036,034
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（単位：千円）

　 　 　 　
前連結会計年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

評価・換算差額等 　 　

　 その他有価証券評価差額金 　 　

　 　 前期末残高 65,855 20,024

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △45,831 △51,083

　 　 　 当期変動額合計 △45,831 △51,083

　 　 当期末残高 20,024 △31,058

純資産合計 　 　

　 前期末残高 3,996,319 3,280,303

　 当期変動額 　 　

　 　 剰余金の配当 △86,396 －

　 　 欠損填補 － －

　 　 当期純損失（△） △582,793 △224,124

　 　 自己株式の取得 △994 △120

　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △45,831 △51,083

　 　 当期変動額合計 △716,015 △275,328

　 当期末残高 3,280,303 3,004,975
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

（訂正前）

（単位：千円）

　 　
前連結会計年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 税金等調整前当期純損失（△） △552,851 △209,186

　 減価償却費 61,859 40,613

　 減損損失 85,139 26,885

　 貸倒引当金の増減額（△は減少） 155,274 △34,464

　 退職給付引当金の増減額（△は減少） △8,580 △12,918

　 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4,021 2,304

　 受取利息及び受取配当金 △36,796 △32,869

　 固定資産除却損 5,077 1,082

　 投資有価証券評価損益（△は益） 6,316 1,478

　 支払利息 560 488

　 有形固定資産売却損益（△は益） － △36

　 投資事業組合運用損益（△は益） 12,398 239

　 売上債権の増減額（△は増加） 92,107 72,097

　 たな卸資産の増減額（△は増加） 42,022 64,012

　 仕入債務の増減額（△は減少） △98,132 △43,910

　 その他 △24,413 24,841

　 小計 △264,041 △99,341

　 利息及び配当金の受取額 36,816 32,874

　 利息の支払額 △560 △488

　 法人税等の支払額 △28,322 △7,737

　 営業活動によるキャッシュ・フロー △256,107 △74,692

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 有形固定資産の取得による支出 △48,163 △18,544

　 有形固定資産の売却による収入 － 1,250

　 投資有価証券の取得による支出 △1,621 △1,688

　 投資有価証券（投資事業組合）の払戻による収入 3,740 6,503

　 差入保証金及び敷金の預入による支出 △431 △428

　 差入保証金及び敷金の返還による収入 48,840 136,053

　 貸付けによる支出 △150,000 －

　 貸付金の回収による収入 － 14,705

　 その他 3,709 △4,745

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △143,926 133,107

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 自己株式の取得による支出 △994 △120

　 リース債務の返済による支出 － △1,734

　 配当金の支払額 △86,396 －

　 財務活動によるキャッシュ・フロー △87,390 △1,854

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △487,423 56,560

現金及び現金同等物の期首残高 1,111,254 623,830

現金及び現金同等物の期末残高 ※　　623,830 ※　　680,390

　

EDINET提出書類

株式会社銀座山形屋(E03117)

訂正有価証券報告書

28/62



（訂正後）

（単位：千円）

　 　
前連結会計年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 税金等調整前当期純損失（△） △571,675 △215,225

　 減価償却費 61,859 40,613

　 減損損失 85,139 26,885

　 貸倒引当金の増減額（△は減少） 155,274 △34,464

　 退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,244 △6,879

　 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4,021 2,304

　 受取利息及び受取配当金 △36,796 △32,869

　 固定資産除却損 5,077 1,082

　 投資有価証券評価損益（△は益） 6,316 1,478

　 支払利息 560 488

　 有形固定資産売却損益（△は益） － △36

　 投資事業組合運用損益（△は益） 12,398 239

　 売上債権の増減額（△は増加） 92,107 72,097

　 たな卸資産の増減額（△は増加） 42,022 64,012

　 仕入債務の増減額（△は減少） △98,132 △43,910

　 その他 △24,413 24,841

　 小計 △264,041 △99,341

　 利息及び配当金の受取額 36,816 32,874

　 利息の支払額 △560 △488

　 法人税等の支払額 △28,322 △7,737

　 営業活動によるキャッシュ・フロー △256,107 △74,692

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 有形固定資産の取得による支出 △48,163 △18,544

　 有形固定資産の売却による収入 － 1,250

　 投資有価証券の取得による支出 △1,621 △1,688

　 投資有価証券（投資事業組合）の払戻による収入 3,740 6,503

　 差入保証金及び敷金の預入による支出 △431 △428

　 差入保証金及び敷金の返還による収入 48,840 136,053

　 貸付けによる支出 △150,000 －

　 貸付金の回収による収入 － 14,705

　 その他 3,709 △4,745

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △143,926 133,107

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 自己株式の取得による支出 △994 △120

　 リース債務の返済による支出 － △1,734

　 配当金の支払額 △86,396 －

　 財務活動によるキャッシュ・フロー △87,390 △1,854

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △487,423 56,560

現金及び現金同等物の期首残高 1,111,254 623,830

現金及び現金同等物の期末残高 ※　　623,830 ※　　680,390
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【注記事項】

（退職給付関係）

（訂正前）

前連結会計年度
（平成21年3月31日）

当連結会計年度
（平成22年3月31日）

１. 採用している退職給付制度の概要 １. 採用している退職給付制度の概要

退職給付制度については、確定給付型の制度として、

退職金規定に基づく社内積立の退職一時金制度と適

格退職年金制度を併用しております。

同左

２. 退職給付債務に関する事項 ２. 退職給付債務に関する事項

退職給付債務 △699,824千円

年金資産残高 208,561千円

退職給付引当金 △491,262千円

 

退職給付債務 △689,405千円

年金資産残高 211,062千円

退職給付引当金 △478,343千円

 
３. 退職給付費用に関する事項 ３. 退職給付費用に関する事項

勤務費用 69,209千円

退職給付費用合計 69,209千円

 

勤務費用 63,152千円

退職給付費用合計 63,152千円

 

　

（訂正後）

前連結会計年度
（平成21年3月31日）

当連結会計年度
（平成22年3月31日）

１. 採用している退職給付制度の概要 １. 採用している退職給付制度の概要

退職給付制度については、確定給付型の制度として、

退職金規定に基づく社内積立の退職一時金制度と適

格退職年金制度を併用しております。

同左

２. 退職給付債務に関する事項 ２. 退職給付債務に関する事項

退職給付債務 △818,080千円

年金資産残高 208,561千円

退職給付引当金 △609,518千円

 

退職給付債務 △813,701千円

年金資産残高 211,062千円

退職給付引当金 △602,639千円

 
３. 退職給付費用に関する事項 ３. 退職給付費用に関する事項

勤務費用 88,034千円

退職給付費用合計 88,034千円

 

勤務費用 69,191千円

退職給付費用合計 69,191千円
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（税効果会計関係）

　　（訂正前）

 

前連結会計年度
（平成21年3月31日）

 
当連結会計年度

（平成22年3月31日）

 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

　①流動の部

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

　①流動の部

繰延税金資産   

　商品評価損 35,051千円

　　

　未払事業税等 2,263千円

繰延税金資産小計 37,314千円

評価性引当額 △37,314千円

繰延税金資産合計 －千円

繰延税金資産   

　商品評価損 28,209千円

　　

　未払事業税等 3,130千円

　　

　未払費用 13,854千円

繰延税金資産小計 45,194千円

評価性引当額 △45,194千円

繰延税金資産合計 －千円

②固定の部　　　

繰延税金資産   

　貸倒引当金

  減損損失

  投資有価証券評価損

　退職給付引当金

　役員退職慰労引当金

　繰越欠損金

　その他 

61,729

52,385

53,685

181,669

36,537

1,198,971

10,750

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

　　

繰延税金資産小計 1,595,730千円

　評価性引当額 △1,595,730千円

　繰延税金資産合計 －千円

繰延税金負債   

　その他有価証券評価差額金 13,743千円

繰延税金負債純額 13,743千円

 

②固定の部　　　

繰延税金資産   

　貸倒引当金

  減損損失

  投資有価証券評価損

　退職給付引当金

　役員退職慰労引当金

　繰越欠損金

　その他 

53,424

40,027

60,432

173,934

37,423

1,017,691

20,118

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

　　

繰延税金資産小計 1,403,053千円

　評価性引当額 △1,403,053千円

　繰延税金資産合計 －千円

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

 （％）

法定実効税率 40.7

（調整）  

交際費等永久に損金に算入さ

れない項目
△0.2

受取配当金等永久に益金に算入

されない項目

未計上の繰延税金資産

1.2

 

△40.4

住民税均等割 △1.7

税効果を伴わない連結修正項目 △1.5

その他 △0.1

税効果会計適用後の法人税等の負担率 △2.0

　

 （％）

法定実効税率 40.7

（調整）  

交際費等永久に損金に算入さ

れない項目
△0.5

受取配当金等永久に益金に算入

されない項目

未計上の繰延税金資産

2.8

 

△40.6

住民税均等割 △4.1

税効果を伴わない連結修正項目 △0.5

その他 △2.1

税効果会計適用後の法人税等の負担率 △4.3
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　　（訂正後）

 

前連結会計年度
（平成21年3月31日）

 
当連結会計年度

（平成22年3月31日）

 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

　①流動の部

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

　①流動の部

繰延税金資産   

　商品評価損 35,051千円

　　

　未払事業税等 2,263千円

繰延税金資産小計 37,314千円

評価性引当額 △37,314千円

繰延税金資産合計 －千円

繰延税金資産   

　商品評価損 28,209千円

　　

　未払事業税等 3,130千円

　　

　未払費用 13,854千円

繰延税金資産小計 45,194千円

評価性引当額 △45,194千円

繰延税金資産合計 －千円

②固定の部　　　

繰延税金資産   

　貸倒引当金

  減損損失

  投資有価証券評価損

　退職給付引当金

　役員退職慰労引当金

　繰越欠損金

　その他 

61,729

52,385

53,685

249,110

36,537

1,198,971

10,750

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

　　

繰延税金資産小計 1,663,170千円

　評価性引当額 △1,663,170千円

　繰延税金資産合計 －千円

繰延税金負債   

　その他有価証券評価差額金 13,743千円

繰延税金負債純額 13,743千円

 

②固定の部　　　

繰延税金資産   

　貸倒引当金

  減損損失

  投資有価証券評価損

　退職給付引当金

　役員退職慰労引当金

　繰越欠損金

　その他 

53,424

40,027

60,432

224,523

37,423

1,017,691

20,118

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

　　

繰延税金資産小計 1,453,641千円

　評価性引当額 △1,453,641千円

　繰延税金資産合計 －千円

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

 （％）

法定実効税率 40.7

（調整）  

交際費等永久に損金に算入さ

れない項目
△0.2

受取配当金等永久に益金に算入

されない項目

未計上の繰延税金資産

1.1

 

△40.4

住民税均等割 △1.7

税効果を伴わない連結修正項目 △1.4

その他 △0.0

税効果会計適用後の法人税等の負担率 △1.9

　

 （％）

法定実効税率 40.7

（調整）  

交際費等永久に損金に算入さ

れない項目
△0.5

受取配当金等永久に益金に算入

されない項目

未計上の繰延税金資産

2.8

 

△40.6

住民税均等割 △4.0

税効果を伴わない連結修正項目 △0.5

その他 △2.0

税効果会計適用後の法人税等の負担率 △4.1
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（１株当たり情報）

（訂正前）

前連結会計年度
（自　平成20年4月 1日
　　至　平成21年3月31日）

当連結会計年度
（自　平成21年4月 1日
　　至　平成22年3月31日）

１株当たり純資産額         196円  80銭

１株当たり当期純損失金額（△） △32円  65銭

１株当たり純資産額 181円  22銭

１株当たり当期純損失金額（△） △12円  63銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について

は、１株当たり当期純損失金額であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について

は、１株当たり当期純損失金額であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）1.　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度末

（平成21年3月31日）  
当連結会計年度末

（平成22年3月31日）  

純資産の部の合計額（千円） 3,398,559 3,129,270

純資産の部の合計額から控除する金額

（千円） 
－ －

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 3,398,559 3,129,270

1株当たり純資産額の算定に用いられた

期末の普通株式の数（千株）
17,269 17,267

        2.　１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
 前連結会計年度

（自　平成20年4月 1日
    至　平成21年3月31日）

 当連結会計年度
（自　平成21年4月 1日
    至　平成22年3月31日）

当期純損失（△）（千円） △563,969 △218,085

 普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純損失（△）（千円） △563,969 △218,085

 普通株式の期中平均株式数（千株） 17,273 17,268
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（訂正後）

前連結会計年度
（自　平成20年4月 1日
　　至　平成21年3月31日）

当連結会計年度
（自　平成21年4月 1日
　　至　平成22年3月31日）

１株当たり純資産額         189円  95銭

１株当たり当期純損失金額（△） △33円  74銭

１株当たり純資産額 174円  02銭

１株当たり当期純損失金額（△） △12円  98銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について

は、１株当たり当期純損失金額であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について

は、１株当たり当期純損失金額であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）1.　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度末

（平成21年3月31日）  
当連結会計年度末

（平成22年3月31日）  

純資産の部の合計額（千円） 3,280,303 3,004,975

純資産の部の合計額から控除する金額

（千円） 
－ －

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 3,280,303 3,004,975

1株当たり純資産額の算定に用いられた

期末の普通株式の数（千株）
17,269 17,267

        2.　１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
 前連結会計年度

（自　平成20年4月 1日
    至　平成21年3月31日）

 当連結会計年度
（自　平成21年4月 1日
    至　平成22年3月31日）

当期純損失（△）（千円） △582,793 △224,124

 普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純損失（△）（千円） △582,793 △224,124

 普通株式の期中平均株式数（千株） 17,273 17,268
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（２）【その他】

　

当連結会計年度における四半期情報

　　（訂正前）

 

第１四半期

自平成21年４月１日

至平成21年６月30日

第２四半期

自平成21年７月１日

至平成21年９月30日

第３四半期

自平成21年10月１日

至平成21年12月31日

第４四半期

自平成22年１月１日

至平成22年３月31日

売上高（千円） 1,243,153 931,019 1,480,122 1,140,410

税金等調整前四半期純利益金

額又は税金等調整前四半期純

損失金額（△）（千円）

5,863 △199,896 82,368 △97,521

四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）（千円）
1,890 △200,142 75,559 △95,393

１株当たり四半期純利益金額

又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

0.11 △11.59 4.38 △5.52

　

　　（訂正後）

 

第１四半期

自平成21年４月１日

至平成21年６月30日

第２四半期

自平成21年７月１日

至平成21年９月30日

第３四半期

自平成21年10月１日

至平成21年12月31日

第４四半期

自平成22年１月１日

至平成22年３月31日

売上高（千円） 1,243,153 931,019 1,480,122 1,140,410

税金等調整前四半期純利益金

額又は税金等調整前四半期純

損失金額（△）（千円）

10,617 △204,849 71,270 △92,265

四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）（千円）
6,644 △205,094 64,461 △90,137

１株当たり四半期純利益金額

又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

0.38 △11.88 3.73 △5.22

EDINET提出書類

株式会社銀座山形屋(E03117)

訂正有価証券報告書

35/62



２【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】

　　（訂正前）

（単位：千円）

　 　 　 　 　
前事業年度

（平成21年３月31日）
当事業年度

（平成22年３月31日）

資産の部 　 　

　 流動資産 　 　

　 　 現金及び預金 584,881 641,949

　 　 売掛金 11,546 4,214

　 　 商品及び製品 3,815 －

　 　 原材料 734 －

　 　 前払費用 9,440 5,402

　 　 未収入金 ※1　　12,649 ※1　　3,325

　 　 その他 780 12

　 　 流動資産合計 623,847 654,905

　 固定資産 　 　

　 　 有形固定資産 　 　

　 　 　 建物 624,226 623,996

　 　 　 　 減価償却累計額 △493,500 △506,453

　 　 　 　 建物（純額） 130,725 117,542

　 　 　 構築物 31,563 31,563

　 　 　 　 減価償却累計額 △26,489 △26,975

　 　 　 　 構築物（純額） 5,074 4,587

　 　 　 車両運搬具 6,895 4,314

　 　 　 　 減価償却累計額 △5,181 △299

　 　 　 　 車両運搬具（純額） 1,714 4,014

　 　 　 工具、器具及び備品 34,823 34,823

　 　 　 　 減価償却累計額 △25,844 △27,643

　 　 　 　 工具、器具及び備品（純額） 8,979 7,180

　 　 　 土地 365,297 365,297

　 　 　 有形固定資産合計 511,791 498,622

　 　 無形固定資産 　 　

　 　 　 電話加入権 2,589 2,406

　 　 　 その他 740 259

　 　 　 無形固定資産合計 3,329 2,665

　 　 投資その他の資産 　 　

　 　 　 投資有価証券 1,156,200 1,084,631

　 　 　 関係会社株式 132,000 82,000

　 　 　 出資金 3,310 3,310

　 　 　 長期預金 100,000 100,000

　 　 　 長期貸付金 150,000 135,294

　 　 　 関係会社長期貸付金 2,581,114 2,715,000

　 　 　 敷金及び保証金 289,213 246,237

　 　 　 保険積立金 55,101 60,096

　 　 　 長期預け金 － 41,625

　 　 　 その他 43,293 1,120

　 　 　 貸倒引当金 △1,558,493 △1,788,475

　 　 　 関係会社株式評価引当金 △61,000 △82,000

　 　 　 投資その他の資産合計 2,890,741 2,598,840

　 　 固定資産合計 3,405,863 3,100,128

　 資産合計 4,029,710 3,755,033
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（単位：千円）

　 　 　 　 　
前事業年度

（平成21年３月31日）
当事業年度

（平成22年３月31日）

負債の部 　 　

　 流動負債 　 　

　 　 買掛金 ※1　　3,486 －

　 　 未払金 ※1　　66,070 ※1　　58,991

　 　 未払費用 20,517 16,518

　 　 未払法人税等 6,682 4,682

　 　 未払消費税等 7,431 －

　 　 ポイント引当金 841 －

　 　 預り金 ※1　　118,648 ※1　　137,762

　 　 その他 4,264 －

　 　 流動負債合計 227,942 217,955

　 固定負債 　 　

　 　 繰延税金負債 13,741 －

　 　 退職給付引当金 165,998 179,925

　 　 役員退職慰労引当金 70,528 72,797

　 　 固定負債合計 250,268 252,723

　 負債合計 478,211 470,679

純資産の部 　 　

　 株主資本 　 　

　 　 資本金 2,727,560 2,727,560

　 　 資本剰余金 　 　

　 　 　 資本準備金 835,890 835,890

　 　 　 その他資本剰余金 338,727 47,058

　 　 　 資本剰余金合計 1,174,617 882,948

　 　 利益剰余金 　 　

　 　 　 その他利益剰余金 　 　

　 　 　 　 繰越利益剰余金 △291,668 △215,988

　 　 　 利益剰余金合計 △291,668 △215,988

　 　 自己株式 △79,031 △79,151

　 　 株主資本合計 3,531,477 3,315,369

　 評価・換算差額等 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金 20,021 △31,014

　 純資産合計 3,551,499 3,284,354

負債純資産合計 4,029,710 3,755,033
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　　（訂正後）

（単位：千円）

　 　 　 　 　
前事業年度

（平成21年３月31日）
当事業年度

（平成22年３月31日）

資産の部 　 　

　 流動資産 　 　

　 　 現金及び預金 584,881 641,949

　 　 売掛金 11,546 4,214

　 　 商品及び製品 3,815 －

　 　 原材料 734 －

　 　 前払費用 9,440 5,402

　 　 未収入金 ※1　　12,649 ※1　　3,325

　 　 その他 780 12

　 　 流動資産合計 623,847 654,905

　 固定資産 　 　

　 　 有形固定資産 　 　

　 　 　 建物 624,226 623,996

　 　 　 　 減価償却累計額 △493,500 △506,453

　 　 　 　 建物（純額） 130,725 117,542

　 　 　 構築物 31,563 31,563

　 　 　 　 減価償却累計額 △26,489 △26,975

　 　 　 　 構築物（純額） 5,074 4,587

　 　 　 車両運搬具 6,895 4,314

　 　 　 　 減価償却累計額 △5,181 △299

　 　 　 　 車両運搬具（純額） 1,714 4,014

　 　 　 工具、器具及び備品 34,823 34,823

　 　 　 　 減価償却累計額 △25,844 △27,643

　 　 　 　 工具、器具及び備品（純額） 8,979 7,180

　 　 　 土地 365,297 365,297

　 　 　 有形固定資産合計 511,791 498,622

　 　 無形固定資産 　 　

　 　 　 電話加入権 2,589 2,406

　 　 　 その他 740 259

　 　 　 無形固定資産合計 3,329 2,665

　 　 投資その他の資産 　 　

　 　 　 投資有価証券 1,156,200 1,084,631

　 　 　 関係会社株式 132,000 82,000

　 　 　 出資金 3,310 3,310

　 　 　 長期預金 100,000 100,000

　 　 　 長期貸付金 150,000 135,294

　 　 　 関係会社長期貸付金 2,581,114 2,715,000

　 　 　 敷金及び保証金 289,213 246,237

　 　 　 保険積立金 55,101 60,096

　 　 　 長期預け金 － 41,625

　 　 　 その他 43,293 1,120

　 　 　 貸倒引当金 △1,573,493 △1,872,475

　 　 　 関係会社株式評価引当金 △115,000 △82,000

　 　 　 投資その他の資産合計 2,821,741 2,514,840

　 　 固定資産合計 3,336,863 3,016,128

　 資産合計 3,960,710 3,671,033
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（単位：千円）

　 　 　 　 　
前事業年度

（平成21年３月31日）
当事業年度

（平成22年３月31日）

負債の部 　 　

　 流動負債 　 　

　 　 買掛金 ※1　　3,486 －

　 　 未払金 ※1　　66,070 ※1　　58,991

　 　 未払費用 20,517 16,518

　 　 未払法人税等 6,682 4,682

　 　 未払消費税等 7,431 －

　 　 ポイント引当金 841 －

　 　 預り金 ※1　　118,648 ※1　　137,762

　 　 その他 4,264 －

　 　 流動負債合計 227,942 217,955

　 固定負債 　 　

　 　 繰延税金負債 13,741 －

　 　 退職給付引当金 183,676 218,242

　 　 役員退職慰労引当金 70,528 72,797

　 　 関係会社損失引当金 40,000 －

　 　 固定負債合計 307,946 291,040

　 負債合計 535,889 508,996

純資産の部 　 　

　 株主資本 　 　

　 　 資本金 2,727,560 2,727,560

　 　 資本剰余金 　 　

　 　 　 資本準備金 835,890 835,890

　 　 　 その他資本剰余金 338,727 47,058

　 　 　 資本剰余金合計 1,174,617 882,948

　 　 利益剰余金 　 　

　 　 　 その他利益剰余金 　 　

　 　 　 　 繰越利益剰余金 △418,346 △338,305

　 　 　 利益剰余金合計 △418,346 △338,305

　 　 自己株式 △79,031 △79,151

　 　 株主資本合計 3,404,799 3,193,051

　 評価・換算差額等 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金 20,021 △31,014

　 純資産合計 3,424,821 3,162,037

負債純資産合計 3,920,710 3,671,033
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②【損益計算書】

　　（訂正前）

（単位：千円）

　 　
前事業年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当事業年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

売上高 　 　

　 役務収益 ※3　　406,931 ※3　　319,484

　 賃貸収入 ※3　　113,673 ※3　　113,662

　 製商品売上高 90,554 －

　 売上高合計 611,158 433,147

売上原価 　 　

　 役務原価 ※1　　268,205 ※1　　204,319

　 賃貸原価 ※2　　20,914 ※2　　19,517

　 製商品売上原価 47,860 －

　 売上原価合計 336,980 223,836

売上総利益 274,178 209,310

販売費及び一般管理費 　 　

　 支払手数料 61,273 40,901

　 広告宣伝費 16,257 －

　 役員報酬 7,467 6,896

　 給料及び手当 33,511 15,737

　 賞与 4,310 531

　 退職給付費用 2,943 1,567

　 福利厚生費 7,854 2,871

　 接待交際費 1,831 1,517

　 旅費及び交通費 9,719 3,603

　 通信費 4,828 4,496

　 水道光熱費 9,453 8,198

　 消耗品費 15,753 10,614

　 租税公課 11,348 11,426

　 減価償却費 5,131 4,550

　 修繕費 5,834 3,580

　 賃借料 65,353 27,631

　 諸会費 1,506 1,476

　 雑費 10,709 1,925

　 販売費及び一般管理費合計 275,089 147,527

営業利益又は営業損失（△） △910 61,783

営業外収益 　 　

　 受取利息 ※3　　76,607 ※3　　30,096

　 受取配当金 31,322 29,173

　 受取手数料 2,437 2,197

　 雑収入 4,693 10,875

　 営業外収益合計 115,060 72,342

営業外費用 　 　

　 支払利息 484 －

　 投資事業組合運用損 12,398 239

　 雑損失 2,802 617

　 営業外費用合計 15,684 857

経常利益 98,465 133,269
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（単位：千円）

　 　
前事業年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当事業年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

特別利益 　 　

　 抱合せ株式消滅差益 19,741 －

　 関係会社株式評価引当金戻入額 21,000 －

　 貸倒引当金戻入額 2,954 27,018

　 固定資産売却益 － ※4　　36

　 特別利益合計 43,695 27,054

特別損失 　 　

　 固定資産除却損 ※5　　3,737 －

　 固定資産処分損 ※6　　1,230 －

　 投資有価証券評価損 6,316 1,478

　 役員退職慰労金 1,941 －

　 貸倒引当金繰入額 150,000 －

　 関係会社株式評価損 － 39,000

　 関係会社株式評価引当金繰入額 － 32,000

　 関係会社貸倒引当金繰入額 407,000 257,000

　 特別損失合計 570,224 329,478

税引前当期純損失（△） △428,064 △169,154

法人税、住民税及び事業税 27,295 46,834

法人税等合計 27,295 46,834

当期純損失（△） △455,360 △215,988
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　　（訂正後）

（単位：千円）

　 　
前事業年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当事業年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

売上高 　 　

　 役務収益 ※3　　406,931 ※3　　319,484

　 賃貸収入 ※3　　113,673 ※3　　113,662

　 製商品売上高 90,554 －

　 売上高合計 611,158 433,147

売上原価 　 　

　 役務原価 ※1　　276,271 ※1　　221,623

　 賃貸原価 ※2　　20,914 ※2　　19,517

　 製商品売上原価 47,860 －

　 売上原価合計 345,046 241,140

売上総利益 266,112 192,006

販売費及び一般管理費 　 　

　 支払手数料 61,273 40,901

　 広告宣伝費 16,257 －

　 役員報酬 7,467 6,896

　 給料及び手当 33,511 15,737

　 賞与 4,310 531

　 退職給付費用 4,434 4,902

　 福利厚生費 7,854 2,871

　 接待交際費 1,831 1,517

　 旅費及び交通費 9,719 3,603

　 通信費 4,828 4,496

　 水道光熱費 9,453 8,198

　 消耗品費 15,753 10,614

　 租税公課 11,348 11,426

　 減価償却費 5,131 4,550

　 修繕費 5,834 3,580

　 賃借料 65,353 27,631

　 諸会費 1,506 1,476

　 雑費 10,709 1,925

　 販売費及び一般管理費合計 276,580 150,862

営業利益又は営業損失（△） △10,467 41,144

営業外収益 　 　

　 受取利息 ※3　　76,607 ※3　　30,096

　 受取配当金 31,322 29,173

　 受取手数料 2,437 2,197

　 雑収入 4,693 10,875

　 営業外収益合計 115,060 72,342

営業外費用 　 　

　 支払利息 484 －

　 投資事業組合運用損 12,398 239

　 雑損失 2,802 617

　 営業外費用合計 15,684 857

経常利益 88,908 112,630
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（単位：千円）

　 　
前事業年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当事業年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

特別利益 　 　

　 抱合せ株式消滅差益 19,741 －

　 貸倒引当金戻入額 2,954 27,018

　 固定資産売却益 － ※4　　36

　 特別利益合計 22,695 27,054

特別損失 　 　

　 固定資産除却損 ※5　　3,737 －

　 固定資産処分損 ※6　　1,230 －

　 投資有価証券評価損 6,316 1,478

　 役員退職慰労金 1,941 －

　 貸倒引当金繰入額 150,000 －

　 関係会社株式評価損 － 17,000

　 関係会社株式評価引当金繰入額 33,000 －

　 関係会社貸倒引当金繰入額 417,000 286,000

　 特別損失合計 613,225 304,478

税引前当期純損失（△） △501,621 △164,793

法人税、住民税及び事業税 27,295 46,834

法人税等合計 27,295 46,834

当期純損失（△） △528,917 △211,627
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③【株主資本等変動計算書】

　　（訂正前）

（単位：千円）

　 　 　 　 　 　
前事業年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当事業年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

株主資本 　 　

　 資本金 　 　

　 　 前期末残高 2,727,560 2,727,560

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 当期変動額合計 － －

　 　 当期末残高 2,727,560 2,727,560

　 資本剰余金 　 　

　 　 資本準備金 　 　

　 　 　 前期末残高 835,890 835,890

　 　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 　 当期変動額合計 － －

　 　 　 当期末残高 835,890 835,890

　 　 その他資本剰余金 　 　

　 　 　 前期末残高 338,727 338,727

　 　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 　 欠損填補 － △291,668

　 　 　 　 当期変動額合計 － △291,668

　 　 　 当期末残高 338,727 47,058

　 　 資本剰余金合計 　 　

　 　 　 前期末残高 1,174,617 1,174,617

　 　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 　 欠損填補 － △291,668

　 　 　 　 当期変動額合計 － △291,668

　 　 　 当期末残高 1,174,617 882,948

　 利益剰余金 　 　

　 　 その他利益剰余金 　 　

　 　 　 繰越利益剰余金 　 　

　 　 　 　 前期末残高 250,087 △291,668

　 　 　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 　 　 剰余金の配当 △86,396 －

　 　 　 　 　 欠損填補 － 291,668

　 　 　 　 　 当期純損失（△） △455,360 △215,988

　 　 　 　 　 当期変動額合計 △541,756 75,679

　 　 　 　 当期末残高 △291,668 △215,988

　 　 利益剰余金合計 　 　

　 　 　 前期末残高 250,087 △291,668

　 　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 　 剰余金の配当 △86,396 －

　 　 　 　 欠損填補 － 291,668

　 　 　 　 当期純損失（△） △455,360 △215,988

　 　 　 　 当期変動額合計 △541,756 75,679

　 　 　 当期末残高 △291,668 △215,988

　

EDINET提出書類

株式会社銀座山形屋(E03117)

訂正有価証券報告書

44/62



（単位：千円）

　 　 　 　
前事業年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当事業年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

　 自己株式 　 　

　 　 前期末残高 △78,037 △79,031

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 自己株式の取得 △994 △120

　 　 　 当期変動額合計 △994 △120

　 　 当期末残高 △79,031 △79,151

　 株主資本合計 　 　

　 　 前期末残高 4,074,228 3,531,477

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 剰余金の配当 △86,396 －

　 　 　 当期純損失（△） △455,360 △215,988

　 　 　 自己株式の取得 △994 △120

　 　 　 当期変動額合計 △542,750 △216,108

　 　 当期末残高 3,531,477 3,315,369

評価・換算差額等 　 　

　 その他有価証券評価差額金 　 　

　 　 前期末残高 66,201 20,021

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △46,180 △51,035

　 　 　 当期変動額合計 △46,180 △51,035

　 　 当期末残高 20,021 △31,014

純資産合計 　 　

　 前期末残高 4,140,430 3,551,499

　 当期変動額 　 　

　 　 剰余金の配当 △86,396 －

　 　 当期純損失（△） △455,360 △215,988

　 　 自己株式の取得 △994 △120

　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △46,180 △51,035

　 　 当期変動額合計 △588,931 △267,143

　 当期末残高 3,551,499 3,284,354
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　　（訂正後）

（単位：千円）

　 　 　 　 　 　
前事業年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当事業年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

株主資本 　 　

　 資本金 　 　

　 　 前期末残高 2,727,560 2,727,560

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 当期変動額合計 － －

　 　 当期末残高 2,727,560 2,727,560

　 資本剰余金 　 　

　 　 資本準備金 　 　

　 　 　 前期末残高 835,890 835,890

　 　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 　 当期変動額合計 － －

　 　 　 当期末残高 835,890 835,890

　 　 その他資本剰余金 　 　

　 　 　 前期末残高 338,727 338,727

　 　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 　 欠損填補 － △291,668

　 　 　 　 当期変動額合計 － △291,668

　 　 　 当期末残高 338,727 47,058

　 　 資本剰余金合計 　 　

　 　 　 前期末残高 1,174,617 1,174,617

　 　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 　 欠損填補 － △291,668

　 　 　 　 当期変動額合計 － △291,668

　 　 　 当期末残高 1,174,617 882,948

　 利益剰余金 　 　

　 　 その他利益剰余金 　 　

　 　 　 繰越利益剰余金 　 　

　 　 　 　 前期末残高 196,966 △418,346

　 　 　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 　 　 剰余金の配当 △86,396 －

　 　 　 　 　 欠損填補 － 291,668

　 　 　 　 　 当期純損失（△） △528,917 △211,627

　 　 　 　 　 当期変動額合計 △615,313 80,041

　 　 　 　 当期末残高 △418,346 △338,305

　 　 利益剰余金合計 　 　

　 　 　 前期末残高 196,966 △418,346

　 　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 　 剰余金の配当 △86,396 －

　 　 　 　 欠損填補 － 291,668

　 　 　 　 当期純損失（△） △528,917 △211,627

　 　 　 　 当期変動額合計 △615,313 80,041

　 　 　 当期末残高 △418,346 △338,305
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（単位：千円）

　 　 　 　
前事業年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当事業年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

　 自己株式 　 　

　 　 前期末残高 △78,037 △79,031

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 自己株式の取得 △994 △120

　 　 　 当期変動額合計 △994 △120

　 　 当期末残高 △79,031 △79,151

　 株主資本合計 　 　

　 　 前期末残高 4,021,107 3,404,799

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 剰余金の配当 △86,396 －

　 　 　 当期純損失（△） △528,917 △211,627

　 　 　 自己株式の取得 △994 △120

　 　 　 当期変動額合計 △616,307 △211,747

　 　 当期末残高 3,404,799 3,193,051

評価・換算差額等 　 　

　 その他有価証券評価差額金 　 　

　 　 前期末残高 66,201 20,021

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △46,180 △51,035

　 　 　 当期変動額合計 △46,180 △51,035

　 　 当期末残高 20,021 △31,014

純資産合計 　 　

　 前期末残高 4,087,309 3,424,821

　 当期変動額 　 　

　 　 剰余金の配当 △86,396 －

　 　 当期純損失（△） △528,917 △211,627

　 　 自己株式の取得 △994 △120

　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △46,180 △51,035

　 　 当期変動額合計 △662,488 △262,782

　 当期末残高 3,424,821 3,162,037
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【重要な会計方針】

（訂正前）

前事業年度
（自　平成20年4月 1日
　　至　平成21年3月31日）

当事業年度
（自　平成21年4月 1日
　　至　平成22年3月31日）

１. 有価証券の評価基準及び評価方法

(1）関係会社株式

移動平均法による原価法

１. 有価証券の評価基準及び評価方法

(1）関係会社株式

同左

(2）その他有価証券

時価のあるもの

　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、

全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平

均法により算定）によっております。

(2）その他有価証券

時価のあるもの

同左

時価のないもの

移動平均法による原価法によっております。

２. たな卸資産の評価基準及び評価方法

商品 ・・・品番別個別法およびランク別総平均法

　　　　　 による原価法（貸借対照表価額は収

　　　　　 益性の低下に基づく簿価切下げの方

　　　　 　法） 

製品 ・・・総平均法による原価法（貸借対照表

　　　　　 価額は収益性の低下に基づく簿価切下

　　　　　 げの方法）

原材料・・・・最終仕入原価法（貸借対照表価額

　　　　　　は収益性の低下に基づく簿価切下げの

　　　　　　方法）

時価のないもの

同左

２. たな卸資産の評価基準及び評価方法

                   ―――――――― 

３. 固定資産の減価償却の方法

(1)有形固定資産（リ－ス資産を除く） 

　定率法によっております。

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物

附属設備を除く）については、定額法によっておりま

す。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

 　建物　　　　　８年～47年

３. 固定資産の減価償却の方法

(1)有形固定資産（リ－ス資産を除く） 

　　　　　　　　　　同左　

(2)無形固定資産 （リ－ス資産を除く） 

  定額法によっております。ただしソフトウェア

（社内利用）については、社内における利用可能期

　間（５年）に基づく定額法によっております。

(3)リ－ス資産 

　所有権移転外ファイナンス・リ－ス取引に係る

リ－ス資産 

　　　 リ－ス期間を耐用年数とし、残存価額を零とする

　　　定額法を採用しております。  

 　　　なお、所有権移転外ファイナンス・リ－ス取引の

　　　うち、リ－ス取引開始日が平成20年３月31日以前の

　　　リ－ス取引については、通常の賃貸借取引に係る

　　　方法に準じた会計処理によっております。  

(2)無形固定資産 （リ－ス資産を除く） 

　　　　　　　　　　同左  

　

　

(3)リ－ス資産 

　　　　　　　　　　同左

４. 引当金の計上基準

(1)貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、回収不能見

込額を計上しております。

４. 引当金の計上基準

(1)貸倒引当金

同左

①　一般債権

貸倒実績率法によっております。

 

②　貸倒懸念債権及び破産更生債権

個別に回収可能性を検討し回収不能見込額を計

上しております。

　

　

　

　　

　

前事業年度
（自　平成20年4月 1日
　　至　平成21年3月31日）

当事業年度
（自　平成21年4月 1日
　　至　平成22年3月31日）

(2)関係会社株式評価引当金

関係会社投資損失に備えるため、関係会社の財政状

態等を勘案して計上しております。

(2)関係会社株式評価引当金

同左
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前事業年度
（自　平成20年4月 1日
　　至　平成21年3月31日）

当事業年度
（自　平成21年4月 1日
　　至　平成22年3月31日）

　　 (3)ポイント引当金 

　将来のポイントカ－ドの使用による費用発生に備

 えるため、使用実績率に基づき翌事業年度以降に利

 用されると見込まれるポイントに対し見積額を計上

 しております。　

　　 (3)ポイント引当金 

　　         ―――――――― 

(4)退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、退職給付会計に関

する実務指針（会計制度委員会報告第13号）に定め

る簡便法により、当事業年度末における退職給付債

務及び年金資産に基づき計上しております。

(4)退職給付引当金

 　　　　　　　　　同左

(5)役員退職慰労引当金

役員の退職による退職慰労金支給に備えるため、支

給内規に基づく当事業年度末要支給額を計上してお

ります。

(5)役員退職慰労引当金

同左

５. 消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によって

おります。

５. 消費税等の会計処理

同左

６．連結納税制度の適用 

 　　連結納税制度を適用しております。

６．連結納税制度の適用 

 　　　　　　　　　　 　 同左
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（訂正後）

前事業年度
（自　平成20年4月 1日
　　至　平成21年3月31日）

当事業年度
（自　平成21年4月 1日
　　至　平成22年3月31日）

１. 有価証券の評価基準及び評価方法

(1）関係会社株式

移動平均法による原価法

１. 有価証券の評価基準及び評価方法

(1）関係会社株式

同左

(2）その他有価証券

時価のあるもの

　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、

全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平

均法により算定）によっております。

(2）その他有価証券

時価のあるもの

同左

時価のないもの

移動平均法による原価法によっております。

２. たな卸資産の評価基準及び評価方法

商品 ・・・品番別個別法およびランク別総平均法

　　　　　 による原価法（貸借対照表価額は収

　　　　　 益性の低下に基づく簿価切下げの方

　　　　 　法） 

製品 ・・・総平均法による原価法（貸借対照表

　　　　　 価額は収益性の低下に基づく簿価切下

　　　　　 げの方法）

原材料・・・・最終仕入原価法（貸借対照表価額

　　　　　　は収益性の低下に基づく簿価切下げの

　　　　　　方法）

時価のないもの

同左

２. たな卸資産の評価基準及び評価方法

                   ―――――――― 

３. 固定資産の減価償却の方法

(1)有形固定資産（リ－ス資産を除く） 

　定率法によっております。

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物

附属設備を除く）については、定額法によっておりま

す。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

 　建物　　　　　８年～47年

３. 固定資産の減価償却の方法

(1)有形固定資産（リ－ス資産を除く） 

　　　　　　　　　　同左　

(2)無形固定資産 （リ－ス資産を除く） 

  定額法によっております。ただしソフトウェア

（社内利用）については、社内における利用可能期

　間（５年）に基づく定額法によっております。

(3)リ－ス資産 

　所有権移転外ファイナンス・リ－ス取引に係る

リ－ス資産 

　　　 リ－ス期間を耐用年数とし、残存価額を零とする

　　　定額法を採用しております。  

 　　　なお、所有権移転外ファイナンス・リ－ス取引の

　　　うち、リ－ス取引開始日が平成20年３月31日以前の

　　　リ－ス取引については、通常の賃貸借取引に係る

　　　方法に準じた会計処理によっております。  

(2)無形固定資産 （リ－ス資産を除く） 

　　　　　　　　　　同左  

　

　

(3)リ－ス資産 

　　　　　　　　　　同左

４. 引当金の計上基準

(1)貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、回収不能見

込額を計上しております。

４. 引当金の計上基準

(1)貸倒引当金

同左

①　一般債権

貸倒実績率法によっております。

 

②　貸倒懸念債権及び破産更生債権

個別に回収可能性を検討し回収不能見込額を計

上しております。

　

(2)関係会社損失引当金

　関係会社の事業に伴う損失に備えるため、関係会社の

財政状態を勘案し、出資金額等を超えて当社が負担す

ると見込まれる損失見込額を計上しております。　　　

　　

(2)関係会社損失引当金

　　　　　　　――――――――　
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前事業年度
（自　平成20年4月 1日
　　至　平成21年3月31日）

当事業年度
（自　平成21年4月 1日
　　至　平成22年3月31日）

(3)関係会社株式評価引当金

関係会社投資損失に備えるため、関係会社の財政状

態等を勘案して計上しております。

(3)関係会社株式評価引当金　

同左　　　　　　　　

　　 (4)ポイント引当金 

　将来のポイントカ－ドの使用による費用発生に備

 えるため、使用実績率に基づき翌事業年度以降に利

 用されると見込まれるポイントに対し見積額を計上

 しております。　

　　 (4)ポイント引当金 

　　         ―――――――― 

(5)退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、退職給付会計に関

する実務指針（会計制度委員会報告第13号）に定め

る簡便法により、当事業年度末における退職給付債

務及び年金資産に基づき計上しております。

(5)退職給付引当金

 　　　　　　　　　同左

(6)役員退職慰労引当金

役員の退職による退職慰労金支給に備えるため、支

給内規に基づく当事業年度末要支給額を計上してお

ります。

(6)役員退職慰労引当金

同左

５. 消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によって

おります。

５. 消費税等の会計処理

同左

６．連結納税制度の適用 

 　　連結納税制度を適用しております。

６．連結納税制度の適用 

 　　　　　　　　　　 　 同左
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【注記事項】

（損益計算書関係）

　　（訂正前）

前事業年度
（自　平成20年 4月1日
　　至　平成21年3月31日）

当事業年度
（自　平成21年 4月1日
　　至　平成22年3月31日）

※１. 役務原価の内訳は下記のとおりであります。 ※１. 役務原価の内訳は下記のとおりであります。

人件費 248,372千円

その他 19,833千円

　計 268,205千円

　

人件費 182,523千円

その他 21,795千円

　計 204,319千円

　

 ※２. 賃貸原価の内訳は下記のとおりであります。

減価償却費 13,426千円

その他 7,487千円

　計 20,914千円

　

 ※２. 賃貸原価の内訳は下記のとおりであります。

減価償却費 11,965千円

その他 7,551千円

　計 19,517千円

　

※３. 関係会社との取引に係るもの ※３. 関係会社との取引に係るもの

各科目に含まれている関係会社に対するものは、

下記のとおりであります。

各科目に含まれている関係会社に対するものは、

下記のとおりであります。

役務収益 392,299千円

賃貸収入 103,281千円

受取利息 71,226千円

　

役務収益 303,713千円

賃貸収入 103,281千円

受取利息 26,458千円

　

      　　　  　 ―――――――― 

　

　

　

※５.　固定資産除却損の内訳は、下記のとおりでありま　

　　　す。 

建物 2,878千円

構築物 250千円

工具、器具及び備品 608千円

計 3,737千円

 

※４. 固定資産売却益の内訳は、下記のとおりであります。

 

車両運搬具 36千円

計 36千円

                  ―――――――― 

 

※６.　固定資産処分損の内訳は、下記のとおりでありま　

　　　す。 

事務所移転費用 1,230千円

計 1,230千円

 

                   ――――――――   
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　　（訂正後）

前事業年度
（自　平成20年 4月1日
　　至　平成21年3月31日）

当事業年度
（自　平成21年 4月1日
　　至　平成22年3月31日）

※１. 役務原価の内訳は下記のとおりであります。 ※１. 役務原価の内訳は下記のとおりであります。

人件費 256,438千円

その他 19,833千円

　計 276,271千円

　

人件費 199,827千円

その他 21,795千円

　計 221,623千円

　

 ※２. 賃貸原価の内訳は下記のとおりであります。

減価償却費 13,426千円

その他 7,487千円

　計 20,914千円

　

 ※２. 賃貸原価の内訳は下記のとおりであります。

減価償却費 11,965千円

その他 7,551千円

　計 19,517千円

　

※３. 関係会社との取引に係るもの ※３. 関係会社との取引に係るもの

各科目に含まれている関係会社に対するものは、

下記のとおりであります。

各科目に含まれている関係会社に対するものは、

下記のとおりであります。

役務収益 392,299千円

賃貸収入 103,281千円

受取利息 71,226千円

　

役務収益 303,713千円

賃貸収入 103,281千円

受取利息 26,458千円

　

      　　　  　 ―――――――― 

　

　

　

※５.　固定資産除却損の内訳は、下記のとおりでありま　

　　　す。 

建物 2,878千円

構築物 250千円

工具、器具及び備品 608千円

計 3,737千円

 

※４. 固定資産売却益の内訳は、下記のとおりであります。

 

車両運搬具 36千円

計 36千円

                  ―――――――― 

 

※６.　固定資産処分損の内訳は、下記のとおりでありま　

　　　す。 

事務所移転費用 1,230千円

計 1,230千円

 

                   ――――――――   
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（税効果会計関係）

　　（訂正前）

　
前事業年度

（平成21年3月31日）

 
当事業年度

（平成22年3月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

　①流動の部

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

　①流動の部

繰延税金資産   

　商品評価損 261千円

　　

　未払事業税等 2,263千円

繰延税金資産小計 2,524千円

評価性引当額 △2,524千円

繰延税金資産合計 －千円

　未払事業税等 1,958千円

繰延税金資産小計 1,958千円

評価性引当額 △1,958千円

繰延税金資産合計 －千円

②固定の部　　　

繰延税金資産   

　貸倒引当金

　投資有価証券評価損　

  関係会社株式評価引当金

　退職給付引当金

　役員退職慰労引当金

　減損損失

　繰越欠損金 

634,306

53,276

45,177

68,350

28,705

1,717

999,424

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

　　

繰延税金資産小計 1,830,958千円

　評価性引当額 △1,830,958千円

　繰延税金資産合計 －千円

繰延税金負債   

　その他有価証券評価差額金 13,741千円

繰延税金負債純額 13,741千円

②固定の部　　　

繰延税金資産   

　貸倒引当金

　投資有価証券評価損　

  関係会社株式評価引当金

　退職給付引当金

　役員退職慰労引当金

　減損損失

　繰越欠損金

　その他

727,909

60,023

74,074

73,229

29,628

659

715,019

1,058

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

繰延税金資産小計 1,681,603千円

　評価性引当額 △1,681,603千円

　繰延税金資産合計 －千円

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

 （％）

法定実効税率 40.7

（調整）  

交際費等永久に損金に算入さ

れない項目
△0.2

受取配当金等永久に益金に算入

されない項目

未計上の繰延税金資産

1.5

 

△51.3

住民税均等割 △0.3

連結納税による影響額 2.4

その他 0.8

税効果会計適用後の法人税等の負担率 △6.4

 （％）

法定実効税率 40.7

（調整）  

交際費等永久に損金に算入さ

れない項目
△0.4

受取配当金等永久に益金に算入

されない項目

未計上の繰延税金資産

3.5

 

△79.9

住民税均等割 △0.6

連結納税による影響額 11.0

その他 △1.9

税効果会計適用後の法人税等の負担率 △27.7
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　　（訂正後）

　
前事業年度

（平成21年3月31日）

 
当事業年度

（平成22年3月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

　①流動の部

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

　①流動の部

繰延税金資産   

　商品評価損 261千円

　　

　未払事業税等 2,263千円

繰延税金資産小計 2,524千円

評価性引当額 △2,524千円

繰延税金資産合計 －千円

　未払事業税等 1,958千円

繰延税金資産小計 1,958千円

評価性引当額 △1,958千円

繰延税金資産合計 －千円

②固定の部　　　

繰延税金資産   

　貸倒引当金

　投資有価証券評価損　

  関係会社株式評価引当金

  関係会社損失引当金

　退職給付引当金

　役員退職慰労引当金

　減損損失

　繰越欠損金 

640,411

53,276

67,155

16,280

74,756

28,705

1,717

999,424

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

　　

繰延税金資産小計 1,881,724千円

　評価性引当額 △1,881,724千円

　繰延税金資産合計 －千円

繰延税金負債   

　その他有価証券評価差額金 13,741千円

繰延税金負債純額 13,741千円

　

②固定の部　　　

繰延税金資産   

　貸倒引当金

　投資有価証券評価損　

  関係会社株式評価引当金

　退職給付引当金

　役員退職慰労引当金

　減損損失

　繰越欠損金

　その他

762,097

60,023

74,074

88,824

29,628

659

715,019

1,058

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

繰延税金資産小計 1,731,386千円

　評価性引当額 △1,731,386千円

　繰延税金資産合計 －千円

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

 （％）

法定実効税率 40.7

（調整）  

交際費等永久に損金に算入さ

れない項目
△0.2

受取配当金等永久に益金に算入

されない項目

未計上の繰延税金資産

1.3

 

△49.7

住民税均等割 △0.2

連結納税による影響額 2.1

その他 0.6

税効果会計適用後の法人税等の負担率 △5.4

 （％）

法定実効税率 40.7

（調整）  

交際費等永久に損金に算入さ

れない項目
△0.5

受取配当金等永久に益金に算入

されない項目

未計上の繰延税金資産

3.6

 

△80.9

住民税均等割 △0.6

連結納税による影響額 11.3

その他 △2.0

税効果会計適用後の法人税等の負担率 △28.4
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（１株当たり情報）

　　（訂正前）

前事業年度
（自　平成20年 4月1日
　　至　平成21年3月31日）

当事業年度
（自　平成21年 4月1日
　　至　平成22年3月31日）

１株当たり純資産額      205円65銭

１株当たり当期純損失金額（△）   △26円36銭

１株当たり純資産額      190円20銭

１株当たり当期純損失金額（△）   △12円51銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について

は、１株当たり当期純損失金額であり、また潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について

は、１株当たり当期純損失金額であり、また潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　（注）1.　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度末

（平成21年3月31日） 
当事業年度末

（平成22年3月31日） 

純資産の部の合計額（千円） 3,551,499 3,284,354

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 3,551,499 3,284,354

1株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式の数

（千株） 
17,269 17,267

　　 　2.　１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度

（自　平成20年4月 1日
至　平成21年3月31日）

当事業年度
（自　平成21年4月 1日
至　平成22年3月31日）

 当期純損失（△）（千円） △455,360 △215,988

 普通株主に帰属しない金額（千円） － －

 普通株式に係る当期純損失（△）（千円） △455,360 △215,988

 普通株式の期中平均株式数（千株） 17,273 17,268
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　　（訂正後）

前事業年度
（自　平成20年 4月1日
　　至　平成21年3月31日）

当事業年度
（自　平成21年 4月1日
　　至　平成22年3月31日）

１株当たり純資産額      198円32銭

１株当たり当期純損失金額（△）   △30円62銭

１株当たり純資産額      183円12銭

１株当たり当期純損失金額（△）   △12円26銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について

は、１株当たり当期純損失金額であり、また潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について

は、１株当たり当期純損失金額であり、また潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　（注）1.　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度末

（平成21年3月31日） 
当事業年度末

（平成22年3月31日） 

純資産の部の合計額（千円） 3,424,821 3,162,037

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 3,424,821 3,162,037

1株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式の数

（千株） 
17,269 17,267

　　 　2.　１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度

（自　平成20年4月 1日
至　平成21年3月31日）

当事業年度
（自　平成21年4月 1日
至　平成22年3月31日）

 当期純損失（△）（千円） △528,917 △211,627

 普通株主に帰属しない金額（千円） － －

 普通株式に係る当期純損失（△）（千円） △528,917 △211,627

 普通株式の期中平均株式数（千株） 17,273 17,268
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④【附属明細表】

【引当金明細表】

　　（訂正前）

区分
前期末残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（目的使用）
（千円）

当期減少額
（その他）
（千円）

当期末残高
（千円）

貸倒引当金   1,558,493257,052 － 27,0701,788,475

関係会社株式評価引当金 61,000 32,000 11,000 － 82,000

ポイント引当金 841 － － 841 －

役員退職慰労引当金 70,528 3,610 893 446 72,797

　（注）１.　貸倒引当金の「当期減少額(その他)」は、個別に引当していた債権の一部弁済に対する戻入額であります。

  （注）２.　ポイント引当金の「当期減少額(その他)」は、平成21年４月１日付けで、当社の100％子会社である㈱ウィン

グロードにプロメッサ銀座店の店舗販売事業を事業譲渡したことによる減少額であります。

　（注）３.　役員退職慰労引当金の「当期減少額(その他)」は、引当超過額の戻入額であります。

　

　　（訂正後）

区分
前期末残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（目的使用）
（千円）

当期減少額
（その他）
（千円）

当期末残高
（千円）

貸倒引当金   1,573,493328,052 － 29,0701,872,475

関係会社損失引当金 40,000 － － 40,000 0

関係会社株式評価引当金 115,000 32,000 65,000 － 82,000

ポイント引当金 841 － － 841 －

役員退職慰労引当金 70,528 3,610 893 446 72,797

　（注）１.　貸倒引当金の「当期減少額(その他)」は、個別に引当していた債権の一部弁済に対する戻入額及び洗替によ

る戻入額であります。

  （注）２.　ポイント引当金の「当期減少額(その他)」は、平成21年４月１日付けで、当社の100％子会社である㈱ウィン

グロードにプロメッサ銀座店の店舗販売事業を事業譲渡したことによる減少額であります。

　（注）３.　役員退職慰労引当金の「当期減少額(その他)」は、引当超過額の戻入額であります。
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　 独立監査人の監査報告書 　
　  　

   平成24年11月13日

株式会社銀座山形屋    

 取締役会　御中   

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員

業務執行社員 
 公認会計士 　齋藤　 淳　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 　平野　雄二　 印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社銀座山形屋の平成20年4月1日から平成21年3月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、連結貸借対

照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書及び連結附属明細表について監査を

行った。この連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から連結財務諸表に対する意見を

表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査

法人に連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎と

して行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体として

の連結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会

社銀座山形屋及び連結子会社の平成21年3月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営成績及

びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

　

追記情報

　有価証券報告書の訂正報告書の提出事由に記載されているとおり、会社は、連結財務諸表を訂正している。なお、当監査法

人は、訂正前の連結財務諸表に対して平成21年6月17日に監査報告書を提出した。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以上

　

（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が連結財務諸表に添付す

る形で別途保管しております。

２．連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

株式会社銀座山形屋(E03117)

訂正有価証券報告書

59/62



　 独立監査人の監査報告書 　
　 　 　

   平成24年11月13日

株式会社銀座山形屋    

 取締役会　御中   

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 　齋藤　 淳　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 　平野　雄二　 印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社銀座山形屋の平成21年4月1日から平成22年3月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、連結貸借対

照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書及び連結附属明細表について監査を

行った。この連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から連結財務諸表に対する意見を

表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査

法人に連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎と

して行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体として

の連結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会

社銀座山形屋及び連結子会社の平成22年3月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営成績及

びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

　

追記情報

　有価証券報告書の訂正報告書の提出事由に記載されているとおり、会社は、連結財務諸表を訂正している。なお、当監査法

人は、訂正前の連結財務諸表に対して平成22年6月17日に監査報告書を提出した。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以上

　

（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が連結財務諸表に添付す

る形で別途保管しております。

２．連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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　 独立監査人の監査報告書 　
　  　

   平成24年11月13日

株式会社銀座山形屋    

 取締役会　御中   

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  齋藤　 淳　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員 
 公認会計士  平野　雄二 印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社銀座山形屋の平成20年4月1日から平成21年3月31日までの第65期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、

損益計算書、株主資本等変動計算書及び附属明細表について監査を行った。この財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査

法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎として

行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての財

務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判

断している。

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社銀

座山形屋の平成21年3月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての重要な点において

適正に表示しているものと認める。

　

追記情報

　有価証券報告書の訂正報告書の提出事由に記載されているとおり、会社は、財務諸表を訂正している。なお、当監査法人

は、訂正前の財務諸表に対して平成21年6月27日に監査報告書を提出した。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以上

　

（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が財務諸表に

　　　添付する形で別途保管しております。

２．財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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　 独立監査人の監査報告書 　
　  　

   平成24年11月13日

株式会社銀座山形屋    

 取締役会　御中   

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  齋藤　 淳　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  平野　雄二 印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社銀座山形屋の平成21年4月1日から平成22年3月31日までの第66期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、

損益計算書、株主資本等変動計算書及び附属明細表について監査を行った。この財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査

法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎として

行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての財

務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判

断している。

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社銀

座山形屋の平成22年3月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての重要な点において

適正に表示しているものと認める。

　

追記情報

　有価証券報告書の訂正報告書の提出事由に記載されているとおり、会社は、財務諸表を訂正している。なお、当監査法人

は、訂正前の財務諸表に対して平成22年6月17日に監査報告書を提出した。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以上

　

（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が財務諸表に

　　　添付する形で別途保管しております。

２．財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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